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１ ．１ ． は じ め には じ め に   

 

（ １ ）（ １ ） 事 業 目 的事 業 目 的   

関 西 (本 調 査 に お い て は 、 「 関 西 」 を 福 井 県 、 滋 賀 県 、 京 都 府 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 、 奈 良 県 、 和

歌 山 県 の 2 府 5 県 と 定 義 す る )で は 、 中 小 企 業 が 主 役 と な る 地 域 一 体 型 の オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー

が 各 地 で 誕 生 し て い る 。 ま た 、 こ れ ら の オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 地 域 で 一 体 と な っ て 取 り 組 む 中

で 様 々 な イ ノ ベ ー シ ョ ン が 生 ま れ 、 そ れ ら を 創 出 す る 鍵 と な る キ ー パ ー ソ ン が 存 在 す る 。  

令 和 ２ 年 度 調 査 ※ に お い て は こ れ ら 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 領 域 に つ い て 要 素 分 解

を 行 い 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 発 生 状 況 や 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 発 展 可 能 性 に つ い て 調

査 を 実 施 。 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー が イ ノ ベ ー シ ョ ン の 苗 床 と し て の ” サ ー ド プ レ イ

ス ” と な っ て い る こ と を 示 す と 共 に 、 発 展 の 方 向 性 と し て 「 外 部 リ ソ ー ス 連 携 」 及 び 「 産 地 間 連

携 」 の 2 つ の 可 能 性 を 示 唆 。 そ の 過 程 に お い て 課 題 と な る “ 意 識 の 壁 ” と “ 認 知 の 壁 ” を 明 ら か

に し た 。  

そ こ で 、 令 和 3 年 度 調 査 に お い て は 「 産 地 間 連 携 」 に お け る 可 能 性 の 観 点 に お い て 「 グ ッ ド ・

イ ミ テ ー シ ョ ン 」 を テ ー マ と し 、 各 地 の 優 良 ア ク シ ョ ン を 共 有 す る 仕 組 み が 生 み 出 す 効 果 に つ い

て 考 察 し 、 考 察 結 果 か ら 共 有 可 能 な 効 率 的 手 段 を 明 ら か に す る と 共 に 、 関 西 に お け る 新 規 参 入 の

兆 し を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。  

ま た 、 上 述 の 「 壁 」 を 構 築 す る 要 素 分 解 を 行 う た め に 「 テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト 」 を テ ー マ と

し 、 大 手 企 業 を 中 心 と し た 外 部 リ ソ ー ス (メ ー カ ー 、 旅 行 会 社 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 、 デ ザ イ ナ ー 等 )

を 実 際 に 現 地 に 牽 引 し 意 識 調 査 分 析 を 実 施 。 明 ら か に な っ た 差 異 か ら 「 壁 」 を 克 服 す る 手 法 に つ

い て 考 察 す る 。  

※ 令 和 ２ 年 度  関 西 に お け る オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創 出 す る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 発 展 可 能 性

事 例 調 査  

な お 、 本 調 査 を 通 し て 、 有 識 者 及 び 実 務 者 と の 意 見 交 換 に お い て 、 「 模 倣 」 を 想 像 す る 「 グ ッ

ド ・ イ ミ テ ー シ ョ ン 」 と い う 言 葉 で は な く 、 「「 ナ レ ッ ジ シ ェ アナ レ ッ ジ シ ェ ア 」」 が 適 当 と の 結 論 に 至 っ た た め 、

以 下 の 報 告 書 内 に お い て は 、 後 者 の 言 葉 を 用 い て 表 記 す る こ と と す る 。  

 

 

（ ２ ）（ ２ ） 事 業事 業 内 容 及 び 実 施 方 法内 容 及 び 実 施 方 法   

本 調 査 は 主 に 事 業 目 的 に 記 載 し た 「 ナ レ ッ ジ シ ェ ア 」 及 び 「 テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト 」 の ２ 軸 で 、

研 究 会 の 開 催 、 ヒ ア リ ン グ 調 査 、 実 証 調 査 、 イ ベ ン ト 開 催 、 冊 子 作 成 を 実 施 し 、 事 業 目 的 の 達 成

を 図 る 。 具 体 的 な 実 施 内 容 に つ い て 、 詳 細 は 後 述 す る 。  

 

 

（ ３ ） 関 西 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 概 要（ ３ ） 関 西 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 概 要   

①① 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 定 義の 定 義   

本 調 査 に お け る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と は 、 令 和 2 年 度 調 査 に て 定 義 さ れ た 「 地 域

内 の 企 業 が 複 数 参 加 し 、 恒 常 的 ま た は 定 期 的 に 開 催 さ れ て い る イ ベ ン ト や 空 間 で あ り 、 地 域 内 外

で 一 定 の 認 知 度 や フ ァ ン を 獲 得 し て い る も の 」 と す る 。  
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② 関 西 に 広 が る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー② 関 西 に 広 が る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー   

関 西 各 地 で 、 中 小 企 業 が 主 役 と な る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 動 き が 誕 生 し て い る 。

以 下 に 2 0 1 8 年 と 2 0 2 1 年 に 開 催 さ れ た 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 比 較 す る 。 2 0 1 8 年 で

は 7 ヶ 所 だ っ た 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー が 、 2 0 2 1 年 で は 、 1 6 ヶ 所 に 広 が っ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 0 1 8 年  

2 0 2 1 年  
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③ 関 西 に お け る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の タ イ ム ラ イ ン 表  

関 西 に お け る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の タ イ ム ラ イ ン 表 を 以 下 に 整 理 す る 。 な お 、 以

下 タ イ ム ラ イ ン 表 は 過 去 の 開 催 履 歴 に 基 づ き 作 成 し て い る た め 、 時 勢 等 に よ り 開 催 時 期 が 変 更 と

な る 可 能 性 が あ る こ と を 申 し 添 え る 。  
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２ ．２ ． ナ レ ッ ジ シ ェ アナ レ ッ ジ シ ェ ア   

 

各 地 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー で の 優 良 ア ク シ ョ ン （ グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス ） を シ ェ ア

す る 要 素 を 抽 出 す る た め 、 (1) 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 実 施 主 体 及 び キ ー プ レ イ ヤ ー を

集 め た 研 究 会 、 (2) エ リ ア を 越 え た 事 例 の 共 有 に 向 け て 、 計 4 回 の フ ォ ー ラ ム イ ベ ン ト を 開 催 し た 。

加 え て 、 ナ レ ッ ジ シ ェ ア 可 能 な 要 素 を 深 堀 り す る た め に 、 (3) 関 西 以 外 の エ リ ア の 事 例 を 含 め ヒ ア

リ ン グ を 実 施 し た 。  

 

（ １ ）（ １ ） 研 究 会 の 開 催研 究 会 の 開 催   

関 西 各 地 で 取 組 を 進 め て い る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 実 施 主 体 及 び キ ー プ レ イ ヤ ー

を 集 め 、 研 究 会 を 開 催 。 開 催 概 要 は 下 記 の と お り 。  

 

開 催 日 時  2 0 2 1 年 8 月 1 1 日 （ 水 ）  1 4: 0 0 -1 7: 0 0  

会 場  ハ イ ブ リ ッ ド 開 催 (近 畿 経 済 産 業 局  第 一 会 議 室 ) 

出 席 委 員  (座 長 ) 

京 都 橘 大 学  経 営 学 部  経 営 学 科  准 教 授  丸 山  一 芳 氏  

(委 員 ) 

C O S K Y O T O 株 式 会 社  代 表 取 締 役  北 林  功 氏  

T S U G I L L C. （ 合 同 会 社 ツ ギ ）  代 表 社 員  新 山  直 広 氏  

株 式 会 社 友 安 製 作 所  新 規 事 業 ・ 広 報 部 課 長  松 尾  泰 貴 氏  

有 限 会 社 セ メ ン ト プ ロ デ ュ ー ス デ ザ イ ン  取 締 役  三 嶋  貴 若 氏  

プ ロ グ ラ ム  1 . 開 会    

2 . 今 年 度 事 業 と 本 研 究 会 の 目 的   

3 . 委 員 自 己 紹 介    

4 . 委 員 か ら の 研 究 ・ 事 例 紹 介    

( 1) 研 究 紹 介 「 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー へ の 知 識 経 営 か ら の ア プ ロ ー チ 」  

（ 京 都 橘 大 学  経 営 学 部  経 営 学 科  准 教 授  丸 山  一 芳 氏 ）  

( 2) 事 例 紹 介 「 奈 良 県 三 宅 町 の オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 取 り 組 み 」  

（ 有 限 会 社 セ メ ン ト プ ロ デ ュ ー ス デ ザ イ ン  取 締 役  三 嶋  貴 若 氏 ）  

5 . 各 地 の 優 良 ア ク シ ョ ン 分 析 結 果 と 参 考 に す る 仕 組 み に つ い て  

( 1) 各 地 の 優 良 ア ク シ ョ ン 分 析 の 視 点  

( 2) 優 良 ア ク シ ョ ン 分 析 結 果  

＜ 意 見 交 換 ＞  

○ 優 良 ア ク シ ョ ン ・ パ ラ メ ー タ ー 等 の 追 加 ・ 修 正 ・ 削 除  

( 3) 優 良 ア ク シ ョ ン を 参 考 に す る 仕 組 み  

＜ 意 見 交 換 ＞  

○ 優 良 ア ク シ ョ ン を 参 考 に す る 際 の 留 意 事 項  

6 . 閉 会  
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研 究 会 の 様 子  オ ン ラ イ ン で の 意 見 交 換  

  

（ ２ ） イ ベ ン ト 開 催（ ２ ） イ ベ ン ト 開 催   

エ リ ア を 越 え た 事 例 の 共 有 に 向 け て 、 計 4 回 の フ ォ ー ラ ム イ ベ ン ト を 実 施 し た 。 各 回 の 開 催 概

要 は 以 下 の と お り 。  

 

イ ベ ン ト 名  関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 6  

“ 共 創 ” す る 地 域 産 業 が 織 り な す “ サ ー ド プ レ イ ス ” の 可 能 性  

開 催 日 時  2 0 2 1 年 1 0 月 7 日 （ 木 ） 1 3 :3 0 ～ 1 6 :3 0  

開 催 場 所  西 脇 市 市 民 交 流 施 設  O ri n a s オ リ ナ ス ホ ー ル （ ハ イ ブ リ ッ ド 開 催 ）  

プ ロ グ ラ ム  【 話 題 提 供 ： 関 西 に お け る オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に つ い て （ 近 畿 経 済 産 業 局 ） 】  

【 基 調 講 演 ： 先 駆 的 事 例 に 学 ぶ ～ ホ ン モ ノ の “ 交 流 ” と は ～  

（ C O S  K Y O T O 株 式 会 社  代 表 取 締 役 / 

一 般 社 団 法 人 D e si g n W e e k K y o t o 実 行 委 員 会  代 表 理 事  北 林  功 氏 ） 】  

【 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ： 地 域 と “ 共 ” に “ 創 る ” 産 業 の 可 能 性 】  

・ 植 山 織 物 株 式 会 社  代 表 取 締 役  植 山  展 行 氏  

・ 太 田 工 務 店 株 式 会 社  代 表 取 締 役  太 田  亨 氏  

・ 株 式 会 社 S A S I 代 表 取 締 役  近 藤  清 人 氏  

・ L o v e’ s G all e r y 代 表  藤 原  愛 氏  

・ C O S  K Y O T O 株 式 会 社  代 表 取 締 役 / 

一 般 社 団 法 人 D e si g n W e e k K y o t o 実 行 委 員 会  代 表 理 事  北 林  功 氏  

・ フ ァ シ リ テ ー タ ー ： 近 畿 経 済 産 業 局  津 田  哲 史 氏  
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イ ベ ン ト 名  関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 7  

産 業 集 積 地 の リ ー デ ィ ン グ カ ン パ ニ ー が 引 き 出 す 地 域 ポ テ ン シ ャ ル の 可 能 性  

開 催 日 時  2 0 2 1 年 1 0 月 2 1 日 （ 木 ） 1 6: 2 0 ～ 1 8: 4 5  

開 催 場 所  み せ る ば や お  (オ ン ラ イ ン 開 催 ）  

プ ロ グ ラ ム  【 話 題 提 供 ： 関 西 に お け る オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に つ い て （ 近 畿 経 済 産 業 局 ） 】  

【 基 調 講 演 ： 「 ロ ー カ ル か ら 日 本 を 変 え る 。 」 -地 場 産 業 都 市 か ら の 挑 戦 -  

（ 株 式 会 社 ス ノ ー ピ ー ク  代 表 取 締 役 会 長  山 井  太 氏 ） 】  

【 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ： オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 可 能 性 】  

・ 株 式 会 社 ス ノ ー ピ ー ク  代 表 取 締 役 会 長  山 井  太 氏  

・ F a c t o r I S M 実 行 委 員 長  太 田  泰 造 氏 /副 実 行 委 員 長  友 安  啓 則 氏  

・ 近 畿 経 済 産 業 局  中 小 企 業 政 策 調 査 課  課 長  前 原  誠 氏  

・ モ デ レ ー タ ー ： F a ct o r I S M 統 括 プ ロ デ ュ ー サ ー  松 尾  泰 貴 氏  

 

  

イ ベ ン ト 名  関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 8  

“五 感 ”に 訴 え る ” も の づ く り ” 

開 催 日 時  2 0 2 2 年 1 月 2 5 日 (火 ) 14: 0 0 ～ 1 6: 3 0  

開 催 場 所  大 正 区 民 ホ ー ル  (オ ン ラ イ ン 開 催 ) 

プ ロ グ ラ ム  【 話 題 提 供 ： 関 西 に お け る オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に つ い て （ 近 畿 経 済 産 業 局 ） 】  

【 基 調 講 演 ： ソ ー シ ャ ル デ ザ イ ン と し て の 広 域 プ ロ ジ ェ ク ト 『 F a c t o r I S M -ア ト ツ

ギ た ち の 文 化 祭 -』  F a c t o r I S M 統 括 プ ロ デ ュ ー サ ー  松 尾  泰 貴 氏 】  

【 基 調 講 演 ： 躍 動 す る ア ト ツ ギ 達 が 伝 え る ”伝 統 工 芸 ”  

五 感 市 初 代 実 行 委 員 長  蜂 谷  淳 平 氏 】  

【 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ： “五 感 ”に 訴 え る ”も の づ く り ”と は 】  

・ F a c t o r I S M 統 括 プ ロ デ ュ ー サ ー  松 尾  泰 貴 氏  

・ 五 感 市 初 代 実 行 委 員 長  蜂 谷  淳 平 氏  

・ 大 正 ・ 港 も の づ く り 事 業 実 行 委 員 会 実 行 委 員 長  木 幡  巌 氏  

・ フ ァ シ リ テ ー タ ー ： 近 畿 経 済 産 業 局  津 田  哲 史 氏  

          東 北 経 済 産 業 局  横 田  彼 呂 氏  
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イ ベ ン ト 名  関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 9  地 域 を 越 え て 伝 播 す る  

開 催 日 時  2 0 2 2 年 2 月 1 5 日 (火 ) 1 4 :0 0 ～ 1 7 :3 0  

開 催 場 所  京 都 リ サ ー チ パ ー ク  G O C O N C  (オ ン ラ イ ン 開 催 ) 

プ ロ グ ラ ム  【 基 調 講 演 ： オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に よ る 産 地 革 新 の 越 境 と 知 識 移 転  

京 都 橘 大 学  経 営 学 部  経 営 学 科  准 教 授  丸 山  一 芳 氏 】  

【 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ： も の づ く り が 紡 ぐ 地 域 と の 繋 が り と “ 波 及 ” 】  

・ 桑 名 市 産 業 観 光 ま ち づ く り 協 議 会  生 駒  健 二 氏  

・ こ も ガ ク 実 行 委 員 会  山 口  典 宏 氏  

・ F a c t o r I S M 副 実 行 委 員 長  友 安  啓 則 氏  

・ フ ァ シ リ テ ー タ ー ： 近 畿 経 済 産 業 局  津 田  哲 史 氏  

中 部 経 済 産 業 局  伊 藤  大 介 氏  

【 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ： 新 た な 地 域 産 業 観 光 の 可 能 性 】  

・ 株 式 会 社 能 作  専 務 取 締 役  能 作  千 春 氏  

・ 株 式 会 社 う な ぎ の 寝 床  代 表 取 締 役  白 水  高 広 氏  

・ T S U G I L L C.  代 表  新 山  直 広 氏  

・ 一 般 社 団 法 人 日 本 工 芸 産 地 博 覧 会  理 事  原 岡  知 宏 氏  

・ フ ァ シ リ テ ー タ ー ： 近 畿 経 済 産 業 局  津 田  哲 史 氏  

九 州 経 済 産 業 局  栢 田  真 理 子 氏  

  

関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 6  関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 7  

  

関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 8  関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 9  
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（（ ３３ ）） ヒ ア リ ン グ 調 査ヒ ア リ ン グ 調 査   

ナ レ ッ ジ シ ェ ア の 要 素 を 深 掘 り す る た め に 、「 関 西 以 外 の エ リ ア 」 に お い て 地 域 の 中 小 企 業 が 群

と な っ て 魅 力 を 発 信 し て い る 取 組 に つ い て ヒ ア リ ン グ 調 査 を 実 施 し た 。  

ま た 、 関 西 に お い て 新 た に 取 組 が 始 ま っ た 、 あ る い は 見 込 ま れ る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト

リ ー の 実 施 主 体 及 び キ ー プ レ イ ヤ ー に 対 す る ヒ ア リ ン グ 調 査 も 実 施 し 、 関 西 に お い て 広 が る 新 た

な 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 動 き を 確 認 し た 。  

な お 、 実 施 手 法 と し て は 時 勢 を 鑑 み 、 イ ベ ン ト 訪 問 時 、 オ ン ラ イ ン 、 メ ー ル な ど 、 事 例 に 合 わ

せ て ヒ ア リ ン グ 項 目 の 確 認 を 行 っ た 。  

 

＜ 関 西 以 外 の エ リ ア に つ い て の 取 組 ＞  

ヒ ア リ ン グ 対 象  実 施 日 時  

こ も ガ ク             （ 三 重 県 ）  2 0 2 1 年 1 1 月 5 日 (金 ）  

桑 名 市 産 業 観 光 ま ち づ く り 協 議 会  （ 三 重 県 ）  2 0 2 1 年 1 1 月 5 日 (金 ）  

つ や ま エ リ ア オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー （ 岡 山 県 ）  2 0 2 1 年 1 2 月 1 日 (月 ）  

五 感 市              （ 岩 手 県 ）  2 0 2 1 年 1 2 月 1 6 日 (木 ）  

 

＜ 新 た に 取 組 が 始 ま っ た あ る い は 見 込 ま れ る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー ＞  

ヒ ア リ ン グ 対 象  実 施 日 時  

S G ス ト リ ー ト N A R A              （ 奈 良 県 ）  2 0 2 2 年 3 月 1 日 （ 火 ）  

F a ct o r I S M                 （ 大 阪 府 ）  2 0 2 2 年 3 月 9 日 （ 水 ）  

D E S I G N W E E K T A N G O        （ 京 都 府 ）  2 0 2 2 年 3 月 1 0 日 （ 木 ）  

貝 塚 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー          （ 大 阪 府 ）  2 0 2 2 年 3 月 1 5 日 （ 火 ）  

黒 江 る る る                  (和 歌 山 県 ) 2 0 2 2 年 3 月 1 5 日 （ 火 ）  

C R A F T  V I L L A G E            （ 兵 庫 県 ) 2 0 2 2 年 3 月 1 5 日 （ 火 ）  
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（ ４ ）（ ４ ） ナ レ ッ ジ シ ェ アナ レ ッ ジ シ ェ ア のの 要 素要 素   

① ナ レ ッ ジ① ナ レ ッ ジ シ ェ ア 分 析 の 視 点シ ェ ア 分 析 の 視 点   

（ １ ） ～ （ ３ ） を 実 施 し た 結 果 か ら 、 ナ レ ッ ジ シ ェ ア の 要 素 を 、 【【 優 良 ア ク シ ョ ン優 良 ア ク シ ョ ン （（ W h a tW h a t ）） 】】 、、

【【 シ ェ ア す る 対 象 者シ ェ ア す る 対 象 者 （（ WW h oh o ）） 】】 に 加 え て 、【【 シ ェ ア す る 意 義 （シ ェ ア す る 意 義 （ WW h yh y ）） 】】 の 視 点 で 整 理 す る こ と が で き

る 。 以 下 で は 、 優 良 ア ク シ ョ ン の 分 析 結 果 と 、 本 調 査 で 実 施 し て き た 共 有 の 場 （ 研 究 会 ・ フ ォ ー

ラ ム ） か ら 、 【【 シ ェ ア す る 意 義 （シ ェ ア す る 意 義 （ WW h yh y ）） 】】 、、 【【 シ ェ ア す る 対 象 者 （シ ェ ア す る 対 象 者 （ W h oW h o ）） 】】 を 分 析 す る 。  

 

②② 優 良 ア ク シ ョ ン優 良 ア ク シ ョ ン のの 分 析分 析   

本 調 査 で は 、 各 地 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 優 良 ア ク シ ョ ン 分 析 の 視 点 と し て 、 ビ

ジ ネ ス モ デ ル 分 析 の 枠 組 み （ ※ ） を 応 用 し 、 そ の 要 素 を 、 R e s o u r c e( 活 動 を 支 え る 資 源 )、

A cti vit y( 活 動 ＝ 優 良 ア ク シ ョ ン )、 V al u e （ 価 値 ・ 効 果 ） に 分 け て 深 堀 り し た 。 R e s o u r c e (活 動 を

支 え る 資 源 )が A cti vit y （ 優 良 ア ク シ ョ ン ） の ベ ー ス と な り 、 A cti vit y の 変 化 に よ り ど の よ う な

V al u e( 価 値 ・ 効 果 )が も た ら さ れ る の か 、 と す る フ レ ー ム で あ る 。  

（ ※ ） 出 所 ： 井 上 達 彦 『 模 倣 の 経 営 学 』 （ 日 経 B P 社 、 2 0 1 7 年 ）  

 

 

  

な お 、 上 述 の フ レ ー ム に お け る V al u e( 価 値 ・ 効 果 )は 、 令 和 2 年 度 調 査 に て 設 定 さ れ た 、 6 つ の

パ ラ メ ー タ ー （ 下 図 ） と 紐 づ け る こ と が で き る 。  
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パ ラ メ ー タ ー  
 

(1 )組 織 力  キ ー プ レ イ ヤ ー の 存 在 ／ 実 行 部 隊 の 関 係 強 度 ／ 意 思 決 定 の 迅 速 性  等  

(2 )財 政 力  継 続 可 能 な 収 支 バ ラ ン ス ／ 補 助 金 ・ 協 賛 金 の 獲 得 状 況  等  

(3 )交 流 力  若 者 の 内 部 参 加 率 ／ 域 外 か ら の 参 加 率 ／ 関 係 交 流 人 口 ／ 来 場 者 数 の 動 向  等  

(4 )能 動 力  地 域 の 企 業 ・ 住 民 の 自 発 的 参 加 率 ／ 「 ロ ー カ ル ・ カ ン パ ニ ー ・ プ ラ イ ド 」 の 醸 成  等  

(5 )創 発 力  コ ラ ボ 商 品 の 開 発 ／ 「 実 験 」 の 場 と し て の 活 用 状 況  等  

( 6)可 変 力  「 異 質 」 な も の を 受 容 す る 寛 容 性 ／ 変 わ る こ と へ の 容 認 ／ 世 代 交 代 の 舵 切 り 状 況  等  

  

地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 取 組 事 例 を 分 析 し た 結 果 、 優 良 ア ク シ ョ ン （ 具 体 的 事 例 含

む ） と 、 そ の ア ク シ ョ ン に よ る 価 値 ・ 効 果 を 上 記 の パ ラ メ ー タ ー ご と に 分 類 す る 。 ま た 、 具 体 的

な 価 値 ・ 効 果 （ V al u e ） の 例 も 記 載 す る 。  

注 ： 具 体 的 事 例 の 括 弧 内 は 、 実 施 し て い る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 名 ： R E N E W （ 福 井 県 ：

R E N E W ） 、 D W K (京 都 府 ： D E SI G N W E E K K Y O T O) 、 大 正 ・ 港 （ 大 阪 府 ： 大 正 ・ 港 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー ） 、

み せ る ば や お （ 大 阪 府 ： み せ る ば や お ） 、 F act orI S M (大 阪 府 ： F act orI S M) 、 て ぬ ぐ い フ ェ ス （ 大 阪 府 ： て ぬ ぐ い フ

ェ ス ） 、 こ も ガ ク （ 三 重 県 ： こ も ガ ク ） 、 つ や ま （ 岡 山 県 ： つ や ま エ リ ア オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー ）  

  (※ )を 記 載 し た も の は 、 多 く の 取 組 に お い て 採 用 さ れ て い る こ と を 示 す 。  
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(1 ) 組 織 力  

優 良 ア ク シ ョ ン （ A cti vit y ）  具 体 的 事 例  

民 間 主 導 に よ る 運 営 主 体 の 法 人 化  
・ 一 般 社 団 法 人 の 設 立 （ D W K ）  

・ 「 株 式 会 社 み せ る ば や お 」 の 設 立 （ み せ る ば や お ）  

実 施 体 制 に 対 す る 行 政 の フ ォ ロ ー ・

サ ポ ー ト  

・ 行 政 を 経 由 し た 各 所 へ の 広 報 活 動 （ チ ラ シ の 配 布 ） 、

公 共 空 間 ・ 施 設 の 活 用 な ど （ ※ ）  

地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 当

事 者 （ 工 場 を 開 く 人 ） 以 外 の 関 わ り

の 場 の 創 出  

・ サ ポ ー ト チ ー ム あ か ま る 隊 の 結 成 と 自 主 的 な 行 動 へ

の 寛 容 性 （ R E N E W ）  

・ ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 （ み せ る ば や お 、 F a ct o r I S M ）  

自 治 体 主 導 に よ る 実 施 体 制  

・ 自 治 体 が 企 画 、 運 営 を 担 当 。 必 要 経 費 に つ い て も 自 治

体 予 算 を 活 用 （ つ や ま ）  

・ 行 政 と 企 業 が 双 頭 と な っ て 取 り 組 む 実 行 委 員 会 の 運

営 （ 大 正 ・ 港 ）  

 

 

(2 ) 財 政 力  

優 良 ア ク シ ョ ン （ A cti vit y ）  具 体 的 事 例  

別 事 業 （ 商 品 開 発 事 業 、 移 住 ・ 定 住 促

進 事 業 等 ） と の 連 携  

・ 「 産 地 の 合 説 」 事 業 と の 連 携 （ R E N E W ）  

・ ク ラ フ ト ソ ン （ ク ラ フ ト × ハ ッ カ ソ ン ） の 開 催 （ D W K ）  

・ 行 政 が 整 備 す る 企 業 支 援 補 助 金 制 度 の 活 用 (み せ る ば

や お 、 F a ct o r I S M)  

資 金 源 の 多 様 化  

・ ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ の 導 入 （ D W K 、 み せ る ば や

お 、 て ぬ ぐ い フ ェ ス ）  

・ 協 賛 企 業 へ の 出 資 依 頼 （ こ も ガ ク ）  

・ 参 加 企 業 か ら の 参 加 費 徴 収 （ ※ ）  

・ 修 学 旅 行 生 等 の 受 け 入 れ 時 の 、 少 額 の 参 加 費 （ 保 険 料

等 含 む ） の 徴 収 ・ 積 み 立 て （ 大 正 ・ 港 ）  

 

 

  

【 具 体 的 な 価 値 ・ 効 果 （ V a l u e ） の 例 】  

・ 民 間 企 業 が 企 画 、 運 営 を 牽 引 す る こ と に よ り 、 し が ら み の な い 迅 速 な 意 思 決 定し が ら み の な い 迅 速 な 意 思 決 定   

・ 自 治 体 と の 協 業 に よ る 信 頼 性 向 上信 頼 性 向 上 が 金 融 機 関 等 補 助 金 や 協 賛 金 の 受 け 皿 や 人 材 の 確 保 に 繋 が る  

・ 自 治 体 が 企 画 、 運 営 の 全 て を 担 当 す る こ と に よ り 、 参 画 企 業 の 参 入 障 壁 を 低 く参 画 企 業 の 参 入 障 壁 を 低 く す る 。  

【 具 体 的 な 価 値 ・ 効 果 （ V a l u e ） の 例 】  

・ 資 金 源 の 多 様 化資 金 源 の 多 様 化 に よ る 、 継 続 可 能 な 運 営  

・ 別 事 業 と の 連 携 に よ る コ ン テ ン ツ の 多 様 化コ ン テ ン ツ の 多 様 化  

・ 行 政 の 予 算 に 頼 ら ず 運 営 す る こ と に よ り 、 実 行 委 員 会 に よ る 決 定 に 変 更 が 生 じ に く い 。 （ 実 行

委 員 会 等 の 意 向 が 尊 重 さ れ る ）  
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(3 ) 交 流 力  

優 良 ア ク シ ョ ン （ A cti vit y ）  具 体 的 事 例  

多 様 な 世 代 を 対 象 と し た プ ロ グ ラ ム

の 構 成  

・ 子 ど も 向 け ワ ー ク シ ョ ッ プ の 定 期 的 な 開 催 （ み せ る ば

や お ）  

H P や S N S を 活 用 し た 積 極 的 な 情 報

発 信  

・ 日 本 語 ・ 英 語 に よ る 取 組 内 容 の 紹 介 や 事 業 者 の 魅 力 発

信 （ D W K ）  

外 部 機 関 と の 連 携  

・ 近 畿 大 学 と の コ ラ ボ プ ロ ジ ェ ク ト （ 産 学 連 携 ワ ー ク シ

ョ ッ プ ） （ み せ る ば や お ）  

・ bill a g e O S A K A と の 連 携 協 定 締 結 （ み せ る ば や お ）  

・ 交 通 機 関 と の 連 携 （ み せ る ば や お 、 F a ct o r I S M ）  

・ 商 業 施 設 （ 百 貨 店 等 ） と の 連 携 （ D W K ）  

・ 地 域 課 題 解 決 に 向 け た 、 地 域 医 療 機 関 等 と の 連 携  

（ 大 正 ・ 港 ）  

メ ン バ ー コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 設 立 ・ 勉 強

会 の 開 催  

・ 会 員 制 コ ミ ュ ニ テ ィ 「 D W K メ ン バ ー ズ 」 の 設 立

（ D W K ）  

・ 企 業 間 交 流 の 場 の 開 催 （ み せ る ば や お ） e x) モ ノ づ く り

を 軸 と し た セ ミ ナ ー や ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 な ど  

・ 実 行 委 員 会 メ ン バ ー で の 勉 強 会 の 開 催 （ こ も ガ ク ）  

・ サ ポ ー ト チ ー ム あ か ま る 隊 の 結 成 と 自 主 的 な 活 動

（ R E N E W ）  

通 年 を 通 じ て も の づ く り に 触 れ る 場

の 設 置  

・ 工 房 に 隣 接 し た シ ョ ー ル ー ム の 開 設 （ R E N E W ）  

・ 複 合 施 設 「 T O U R I S T O R E 」 の 開 設 （ R E N E W ）  

自 主 的 な 交 流 主 体 の 結 成  

・ な な ふ く の 結 成 （ D W K)  

・ 八 尾 北 連 合 所 属 企 業 に よ る 、 オ リ ジ ナ ル 商 品 の ワ ー ク

シ ョ ッ プ の 企 画 ・ 検 討 ワ ー ク シ ョ ッ プ ( F a ct o r I S M) 

・ 堺 支 部 連 合 所 属 企 業 に よ る 、 オ リ ジ ナ ル 商 品 ワ ー ク シ

ョ ッ プ の 企 画 ・ 検 討 ワ ー ク シ ョ ッ プ ( F a c ot r I S M) 

参 加 企 業 同 士 の 交 流  

・ プ レ 期 間 に て 、 参 加 企 業 同 士 で 互 い の 工 場 を 訪 問 し 、

気 づ き を 得 る 、 ま た は 刺 激 し 合 う 取 組 （ F a ct o r I S M 、

R E N E W ）  

他 地 域 ・ 産 地 と の 交 流  
・ R E N E W へ 交 流 勉 強 ツ ア ー の 実 施 （ み せ る ば や お ）  

・ 相 互 出 展 協 力 ( F a ct o r I S M、 R E N E W)  

参 画 企 業 間 共 通 の グ ル ー プ ウ ェ ア の

導 入  

・ 参 画 企 業 間 共 通 の グ ル ー プ ウ ェ ア (キ ン ト ー ン 、 S l a c k

な ど )導 入 （ み せ る ば や お 、 F a ct o r I S M 、 R E N E W 、

D W K ）  

 

 

  

【 具 体 的 な 価 値 ・ 効 果 （ V a l u e ） の 例 】  

・ 企 業 を 超 え た 情 報 共 有 の 場 創 出 に よ る 、 企 業 同 士 の つ な が り 強 化企 業 同 士 の つ な が り 強 化  

・ 学 生 と 企 業 双 方 が 交 流学 生 と 企 業 双 方 が 交 流 す る 場 の 創 出  

・ オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 取 組 や 地 域 へ の 関 心 の 高 ま り地 域 へ の 関 心 の 高 ま り  

・ 参 加 者 （ 子 ど も ・ 親 世 代 ） に よ る 、 市 内 企 業 へ の 理 解 ・ 関 心 の 高 ま り市 内 企 業 へ の 理 解 ・ 関 心 の 高 ま り  
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(4 ) 能 動 力  

優 良 ア ク シ ョ ン （ A cti vit y ）  具 体 的 事 例  

事 業 者 へ の 個 別 説 明  

・ 行 政 等 公 的 機 関 が 積 極 的 に 繋 が り の あ る 企 業 に 訪 問

し 、 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 取 組 の 趣 旨 、 意 義 を 丁 寧 に

説 明 （ つ や ま 、 大 正 ・ 港 、 み せ る ば や お ）  

地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 当

事 者 （ 工 場 を 開 く 人 ） 以 外 の 関 わ り の

場 の 創 出  

・ サ ポ ー ト チ ー ム あ か ま る 隊 の 結 成 と 自 主 的 な 行 動 へ

の 寛 容 性 （ R E N E W ）  

継 続 し た 新 し い 取 り 組 み へ の 挑 戦  ・ 毎 年 新 し い 取 り 組 み へ の 挑 戦 （ R E N E W ）  

毎 年 異 な る テ ー マ 設 定  
・ 毎 年 新 し い テ ー マ を 掲 げ て イ ベ ン ト 開 催 に 向 け て 挑

戦 す る （ R E N E W 、 D W K 、 F a ct o r I S M ）  

ア ワ ー ド へ の 挑 戦  

・ 総 務 省 ふ る さ と づ く り 大 賞 、 国 土 交 通 省 地 域 づ く り 表

彰 、 グ ッ ド デ ザ イ ン 賞 2 0 1 9 の 受 賞 な ど （ R E N E W ）  

・ 総 務 省 ふ る さ と づ く り 大 賞 、 国 土 交 通 省 地 域 づ く り 表

彰 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン ネ ッ ト ア ワ ー ド 受 賞 な ど （ み せ る

ば や お ）  

 

 

  

【 具 体 的 な 価 値 ・ 効 果 （ V a l u e ） の 例 】  

・ 参 加 企 業 の 取 組 趣 旨 ・ 意 義 の 理 解 、 そ れ に よ る 自 主 的 な オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー へ の 参 加  

・ 関 わ り た い サ ポ ー タ ー に 自 由 な 活 動 の 場 を 提 供 す る こ と に よ る 、 多 様 な 主 体 （ 域 外 含 む ） の 巻

き 込 み  
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(5 ) 創 発 力  

優 良 ア ク シ ョ ン （ A cti vit y ）  具 体 的 事 例  

外 部 機 関 と の 連 携  

・ 近 畿 大 学 と の コ ラ ボ プ ロ ジ ェ ク ト （ 産 学 連 携 ワ ー ク シ

ョ ッ プ ） （ み せ る ば や お ）  

・ bill a g e O S A K A と の 連 携 協 定 締 結 （ み せ る ば や お ）  

・ 市 内 交 通 機 関 と の 連 携 （ ※ ）  

商 品 開 発 事 業 の 併 催  
・ Y A O Y A プ ロ ジ ェ ク ト （ み せ る ば や お 、 F a ct o r I S M ）  

・ ク ラ フ ト ソ ン （ ク ラ フ ト × ハ ッ カ ソ ン ） の 開 催 （ D W K ）  

通 年 を 通 じ て も の づ く り に 触 れ る 場

の 提 供  

・ 工 房 に 隣 接 し た シ ョ ー ル ー ム の 開 設 （ R E N E W ）  

・ 複 合 施 設 「 T O U R I S T O R E 」 の 開 設 （ R E N E W ）  

常 設 ス ペ ー ス の 有 効 活 用  

（ 常 設 施 設 の 場 合 ）  

・ 参 画 企 業 の ア ン テ ナ シ ョ ッ プ の 設 置 （ み せ る ば や お ）  

・ ま ち ラ イ ブ ラ リ ー の 設 置 （ み せ る ば や お ）  

 

 

 

( 6) 可 変 力  

優 良 ア ク シ ョ ン （ A cti vit y ）  具 体 的 事 例  

継 続 し た 新 し い 取 り 組 み へ の 挑 戦  

・ 毎 年 新 し い 取 り 組 み の 企 画 （ R E N E W ）  

・ 参 画 企 業 間 共 通 の グ ル ー プ ウ ェ ア (キ ン ト ー ン 、 S l a c k

な ど )導 入 、 導 入 に よ る I T リ テ ラ シ ー の 向 上 （ み せ る

ば や お 、 F a ct o r I S M 、 R E N E W 、 D W K ）  

毎 年 異 な る テ ー マ 設 定  
・ 毎 年 新 し い テ ー マ を 掲 げ て イ ベ ン ト 開 催 に 向 け て 挑

戦 す る （ R E N E W 、 D W K 、 F a ct o r I S M ）  

運 営 体 制 の 更 新  
・ 運 営 主 体 で あ る 実 行 委 員 会 の 長 の 定 期 交 代 （ こ も ガ

ク ）  

も の づ く り 企 業 以 外 の 積 極 的 な 巻 き

込 み  

・ 地 域 課 題 解 決 に 向 け た 、 地 域 医 療 機 関 等 と の 連 携 （ 大

正 ・ 港 ）  

偶 発 的 な 協 業 機 会 の 創 出  
・ 毎 年 企 画 ツ ア ー を 考 え る グ ル ー プ （ 企 業 群 ） を シ ャ ッ

フ ル し て 取 り 組 む （ 大 正 ・ 港 ）  

 

 

【 具 体 的 な 価 値 ・ 効 果 （ V a l u e ） の 例 】  

・ 外 部 機 関 の 視 点 も 加 え た 魅 力 的 な オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の コ ン テ ン ツ の 創 出 、 新 規 事 業 ・ 新コ ン テ ン ツ の 創 出 、 新 規 事 業 ・ 新

製 品 の 創 出製 品 の 創 出   

・ 消 費 者 と の 交 流 機 会 創 出 に よ る 、 消 費 者 の 視 点 を 取 り 入 れ た 新 た な 商 品 開 発消 費 者 の 視 点 を 取 り 入 れ た 新 た な 商 品 開 発  

・ 新 商 品 や コ ラ ボ 商 品 の テ ス ト マ ー ケ テ ィ ン グ の 場  

【 具 体 的 な 価 値 ・ 効 果 （ V a l u e ） の 例 】  

・ 毎 年 新 し い 取 り 組 み へ 挑 戦 す る こ と に よ る 継 続 し た 進 化 、 メ ン バ ー の 士 気 向 上毎 年 新 し い 取 り 組 み へ 挑 戦 す る こ と に よ る 継 続 し た 進 化 、 メ ン バ ー の 士 気 向 上  

・ 交 代 で 実 行 委 員 長 を 担 う こ と に よ り 、 新 代 表 の 士 気 向 上 、 組 織 力 の 強 化 、 変 化 に 対 す る 挑 戦 意

欲 の 向 上  
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【 各 地 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と 行 政 が 取 り 組 む 優 良 ア ク シ ョ ン 一 例 】【 各 地 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と 行 政 が 取 り 組 む 優 良 ア ク シ ョ ン 一 例 】   

  

● 「 後 援 」 や 、 実 行 委 員 会 へ の オ ブ ザ ー バ 参 加 、 市 長 等 が 名 誉 実 行 委 員 長 と 名 を 連 ね る な● 「 後 援 」 や 、 実 行 委 員 会 へ の オ ブ ザ ー バ 参 加 、 市 長 等 が 名 誉 実 行 委 員 長 と 名 を 連 ね る な

ど 、 地 域 企 業 群 が 集 ま っ て 組 成 さ れ る 非 営 利 の 「 実 行 委 員 会 方 式 」 を 採 用 す る こ と でど 、 地 域 企 業 群 が 集 ま っ て 組 成 さ れ る 非 営 利 の 「 実 行 委 員 会 方 式 」 を 採 用 す る こ と で

様 々 な 形 で 後 方 支 援 を 実 現 。様 々 な 形 で 後 方 支 援 を 実 現 。   

・ フ ラ イ ヤ ー の 「 市 民 だ よ り 」 等 へ の 挟 み 込 み 配 布 や 、 域 内 小 学 校 等 へ の 配 布 協 力  
・ 実 現 に 向 け た 「 ガ バ メ ン ト 」 ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ と し て の 協 力  

● 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 実 施 と 平 行 し て 、 別 事 業● 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 実 施 と 平 行 し て 、 別 事 業 (( 商 品 開 発 事 業 、 移 住 ・ 定 住商 品 開 発 事 業 、 移 住 ・ 定 住

促 進 事 業 等促 進 事 業 等 )) と し て 計 画 し 、 共 に 集 客 効 果 の あ る 取 り 組 み を 同 時 開 催 す る 仕 組 み を 構 築 すと し て 計 画 し 、 共 に 集 客 効 果 の あ る 取 り 組 み を 同 時 開 催 す る 仕 組 み を 構 築 す

る こ と で 相 乗 効 果 を 促 進 。る こ と で 相 乗 効 果 を 促 進 。 ( Y A O Y A( Y A O Y A 、、 C R A F T T H O NC R A F T T H O N 、 産 地 の 合 説、 産 地 の 合 説   等等 ))   

● 地 域 内 で 行 わ れ る 取 り 組 み に 適 し た ア ワ ー ド 情 報 の 提 供 や 申 請 に 際 す る 協 力 、 メ デ ィ ア● 地 域 内 で 行 わ れ る 取 り 組 み に 適 し た ア ワ ー ド 情 報 の 提 供 や 申 請 に 際 す る 協 力 、 メ デ ィ ア

発 信 へ の 協 力 、 等 。発 信 へ の 協 力 、 等 。 (( 各 事 例 紹 介 頁 に 記 載 の ア ワ ー ド 等各 事 例 紹 介 頁 に 記 載 の ア ワ ー ド 等 ))   

● 行 政 保 有 の 会 場 や 、 資 産 （ マ イ ク ロ バ ス ） な ど を 活 用 し た 事 業 協 力 。● 行 政 保 有 の 会 場 や 、 資 産 （ マ イ ク ロ バ ス ） な ど を 活 用 し た 事 業 協 力 。   

・ フ ォ ー ラ ム イ ベ ン ト 会 場 の 提 供 、 プ レ 開 催 時 の テ ス ト ツ ア ー 、 期 間 外 の 域 外 企 業 と の マ

ッ チ ン グ ツ ア ー 等 に て 所 有 マ イ ク ロ バ ス を 提 供 、 職 員 の ア テ ン ド 協 力 な ど  

● 資 金 面 以 外 で の 直 接 的 支 援● 資 金 面 以 外 で の 直 接 的 支 援 (( 人 的 資 源人 的 資 源 )) の 実 現 。の 実 現 。   

・ 「 地 域 お こ し 協 力 隊 制 度 」 を 活 用 し 、 キ ー パ ー ソ ン を 市 で 雇 用 し 、 実 行 委 員 会 の 中 核 と

し て 活 躍 し て も ら う  

・ 「 ボ ラ ン テ ィ ア 」 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ 」 の 募 集 を 市 が 行 い 、 事 業 先 と し て イ ベ ン ト の 作

り 込 み に 加 わ っ て も ら う  

●● (( そ の 他そ の 他 ))   企 業 版 ふ る さ と 納 税 の 活 用 （ 寄 付 の 使 用 用 途 と し て 関 連 事 業 に 活 用 ）企 業 版 ふ る さ と 納 税 の 活 用 （ 寄 付 の 使 用 用 途 と し て 関 連 事 業 に 活 用 ）   等等   



 1 6  

③③ 共 有共 有 のの 場場 か ら の 考 察か ら の 考 察   

本 調 査 に て 開 催 し て き た 研 究 会 ・ フ ォ ー ラ ム は 、 結 果 と し て 、 各 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト

リ ー の 活 動 を 他 地 域 と 共 有 し 、 学 び 合 う 場 と し て 機 能 し て き た 。 研 究 会 委 員 ・ イ ベ ン ト 登 壇 者 に

お い て も 他 地 域 や 他 者 に よ る 客 観 的 な 視 点 が 加 わ る こ と で 、 当 た り 前 に 取 り 組 ん で き た 取 組 が 、

実 は 優 良 ア ク シ ョ ン で あ っ た こ と の 気 づ き に つ な が っ て い る こ と 、 そ う し て 認 識 さ れ た 優 良 ア ク

シ ョ ン が 共 有 さ れ る 場 と な っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

他 地 域 や 他 者 に よ る 客 観 的 な 視 点 が 加 わ る こ と で 、 新 た な 気 づ き に つ な が る こ と は 、 心 理 学 の

モ デ ル で 活 用 さ れ て い る ジ ョ ハ リ の 窓 の フ レ ー ム （ 下 図 ） が 参 考 に な る 。 自 分 （ 自 身 の 地 域 ） で

は 認 識 し て い な い が 、 他 人 （ 他 地 域 ） の 視 点 が 加 わ る こ と で 、 優 良 ア ク シ ョ ン と し て 認 識 す る （ 以

下 、 ジ ョ ハ リ の 窓 の フ レ ー ム に お け る 「 盲 点 の 窓 （ B li n d s p ot） 」 に 該 当 ） こ と は 大 き な 意 義 で あ

ろ う 。 他 人 （ 他 地 域 ） の 視 点 が 加 わ る こ と で 、 「 未 知 の 窓 」 を 開 く き っ か け に も な り う る 。  

  

（ C o m m u ni c ati o n T h e o r y , T h e J o h al i Wi n d o w M o d el(htt p s:// w w w. c o m m u ni c a ti o nt h e o r y. o r g/ ） よ り 加 工 ) 

 

次 に 、 シ ェ ア す る 対 象 者 （ W h o ） と い う 視 点 で は 、 丸 山  一 芳 氏 （ 京 都 橘 大 学  経 営 学 部  経 営 学

科  准 教 授 ） に よ る 基 調 講 演 『 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に よ る 産 地 革 新 の 越 境 と 知 識 移 転 』 （ 関 西 オ

ー プ ン フ ァ ク ト リ ー V ol. 9 ） の 言 葉 を 引 用 す る と 、 各 地 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に は 「 産

地 の 『 知 っ て い る 人 』 を 知 っ て い る 人 」 、 い わ ば 「 産 地 の 顔 」 が 存 在 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 産 地 の 『 知 っ て い る 人 』 を 知 っ て い る 人 」「 産 地 の 『 知 っ て い る 人 』 を 知 っ て い る 人 」   

⚫ 産 地 の 顔 ＝ ゲ ー ト ・ キ ー パ ー 、 バ ウ ン ダ リ ー ス パ ナ ― 、 ナ レ ッ ジ ブ ロ ー カ ー  

⚫ 産 地 の セ ン ス あ る 人  

⚫ 産 地 に ク リ エ イ テ ィ ブ や デ ザ イ ン の 知 識 を も た ら す  

⚫ 産 地 の フ ロ ン ト を 買 っ て 出 る  

⚫ 産 地 が 有 す る 技 能 、 k n o w -h o w を 知 っ て い る  

⚫ 産 地 の 技 能 者 が 誰 で あ る の か を 知 っ て い る  

⚫ 産 地 の k n o w -w h o サ ー チ が で き る  

（ 出 所 ： 丸 山  一 芳 『 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に よ る 産 地 革 新 の 越 境 と 知 識 移 転 』 講 演 資 料 ）  
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本 調 査 で 実 施 し た 研 究 会 ・ フ ォ ー ラ ム 等 の イ ベ ン ト は 、 ま さ に 「 産 地 の 顔 」 同 士 が 交 わ り 、 交

流 す る 場 で あ り 、 産 地 間 を 越 え た 各 地 の A cti vit y( 活 動 )の 「 共 有 ・ 議 論 ・ 学 習 ・ 刺 激 」 を 通 し て 、

優 良 ア ク シ ョ ン の 気 づ き ・ 認 識 と と も に 、 「 知 識 移 転 」 が 生 じ た も の と 考 え ら れ る 。  

 

こ う し た 事 象 に つ い て は 、 本 調 査 に て 実 施 し た 研 究 会 （ ナ レ ッ ジ シ ェ ア ） の 座 長 で あ る 、 京 都

橘 大 学  経 営 学 部  経 営 学 科  准 教 授  丸 山  一 芳 氏 の 言 葉 を 引 用 す れ ば 、 ま さ に 「 産 地 間 の 壁 を 越

境 す る 」 こ と に よ っ て 生 ま れ た 効 果 と 思 料 す る 。  

ま た 、「 越 境 」 し て 互 い に 参 考 に な る こ と は 、「 （ ４ ） ② 優 良 ア ク シ ョ ン の 分 析 」 で 言 及 し た V al u e (価

値 ・ 効 果 )、 A cti vit y (優 良 ア ク シ ョ ン )、 R e s o u r c e (活 動 を 支 え る 資 源 )の う ち 、 A cti vit y で も あ る 。  
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（ ５ ）（ ５ ） ナ レ ッ ジ シ ェ アナ レ ッ ジ シ ェ ア の 推 進 に 向 け ての 推 進 に 向 け て   

本 調 査 で 開 催 し て き た フ ォ ー ラ ム イ ベ ン ト の ア ン ケ ー ト 回 答 結 果 の 一 部 を 抜 粋 す る 。 参 加 者 ア

ン ケ ー ト か ら 、 フ ォ ー ラ ム の 開 催 は 、 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 可 能 性 ・ 意 義 ・ 魅 力 へ の 気 づ きオ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 可 能 性 ・ 意 義 ・ 魅 力 へ の 気 づ き 、

地 域 内 で の 取 組 ・ 異 業 種 を 知 る き っ か け地 域 内 で の 取 組 ・ 異 業 種 を 知 る き っ か け に 繋 が っ て い る 。 ま た 、 各 地 域 の キ ー プ レ イ ヤ ー が 熱 量各 地 域 の キ ー プ レ イ ヤ ー が 熱 量

を 持 っ て 語 る 経 験 は 、 参 加 者 に も 良 い 刺 激を 持 っ て 語 る 経 験 は 、 参 加 者 に も 良 い 刺 激 と な る と と も に 、 他 地 域 の 取 組 を 学 ぶ 場 と な っ て い る 。

初 年 度 開 催 の 地 域 か ら 「 今 後 の 方 向 性 を 検 討 す る 上 で 参 考 に な っ た 」 と い っ た 声 も 挙 が っ て お り 、

他 地 域 の 事 例 や ノ ウ ハ ウ を 知 り た い と い う ニ ー ズ が 高 ま っ て い る他 地 域 の 事 例 や ノ ウ ハ ウ を 知 り た い と い う ニ ー ズ が 高 ま っ て い る こ と が 伺 え る 。  

 

フ ォ ー ラ ム に よ る 効 果フ ォ ー ラ ム に よ る 効 果   フ ォ ー ラ ム ア ン ケ ー ト か ら （ 抜 粋 ）フ ォ ー ラ ム ア ン ケ ー ト か ら （ 抜 粋 ）   

① オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー① オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー

の 可 能 性 ・ 意 義 ・ 魅 力 への 可 能 性 ・ 意 義 ・ 魅 力 へ

の 気 づ きの 気 づ き   

・ オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 可 能 性 や 意 義 ・ 魅 力 を 感 じ た可 能 性 や 意 義 ・ 魅 力 を 感 じ た (V ol. 6) 。  

・ オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と い う 言 葉 は 初 め て 知 っ た言 葉 は 初 め て 知 っ た が 、 そ の 考 え考 え

方 や 手 法 に は と て も 共 感方 や 手 法 に は と て も 共 感 し た (V ol. 6) 。  

・ フ ォ ー ラ ム に 参 加 し て 、 人 と の 繋 が り が 大 事 な こ と 、 地 域 全 体 で人 と の 繋 が り が 大 事 な こ と 、 地 域 全 体 で

取 り 組 ま な い と い け な い取 り 組 ま な い と い け な い こ と 等 が 参 考 に な っ た 。 外 に も 中 に も

発 信 で き る よ う に 努 力 し よ う と 思 う (V ol. 6) 。  

・ 自 ら を オ ー プ ン に す る こ と で 新 た な 出 会 い や シ ナ ジ ー を 生 み 、自 ら を オ ー プ ン に す る こ と で 新 た な 出 会 い や シ ナ ジ ー を 生 み 、

新 た な 価 値 を 創 造 し て い く新 た な 価 値 を 創 造 し て い く 活 動 に 、 さ ら に 海 外 と の 協 創 が 加 わさ ら に 海 外 と の 協 創 が 加 わ

る と さ ら に 力 強 い 動 き が 巻 き 起 こ るる と さ ら に 力 強 い 動 き が 巻 き 起 こ る よ う に 思 う (V ol. 9) 。  

② 地 域 内 で の 取 り 組 み ・ 異② 地 域 内 で の 取 り 組 み ・ 異

業 種 を 知 る き っ か け業 種 を 知 る き っ か け   

・ 同 地 域 に 居 な が ら 他 業 種 と の 繋 が り ・ 接 点 が な か っ た 事 に あ ら同 地 域 に 居 な が ら 他 業 種 と の 繋 が り ・ 接 点 が な か っ た 事 に あ ら

た め て 気 づ か さ れた め て 気 づ か さ れ 、 そ れ が 発 展 的 な 関 係 に 結 び 付 く 大 き な 機 会

で あ る 事 が 認 識 で き た (V ol. 6) 。  

・ 八 尾 在 住 で 地 域 を 盛 り 上 げ る 仕 事 を し た い と 思 っ て い る の で 、

気 に な っ て い た F a ct o r I S M 他 、 先 行 す る 各 地 の 取 り 組 み の 現 在

地 を 知 る こ と が で き た の で 大 変 参 考 に な っ た (V ol. 9) 。  

③ キ ー プ レ イ ヤ ー の 熱 量③ キ ー プ レ イ ヤ ー の 熱 量

に よ る 、 他 地 域 の 熱 量 ・に よ る 、 他 地 域 の 熱 量 ・

刺 激 の 促 進刺 激 の 促 進   

・ 八 尾 の 熱 量 が ズ ド ン と 伝 わ っ て き て 最 高 で し た 。 こ ち ら も や るこ ち ら も や る

気 を い た だ い た気 を い た だ い た (V ol. 7) 。  

・ 各 講 演 者 の 熱 量 が 伝 わ っ て き 、 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 可 能 性

を 感 じ る こ と が 出 来 た (V ol. 8) 。  

・ 仕 掛 け 人 の 方 の 声 が 直 接 聞 け た こ と が 、 本 音 ベ ー ス で と て も 勉

強 に な り 、 刺 激 に も な っ た刺 激 に も な っ た (V ol. 9) 。  

④ 他 地 域 の 取 組 を 学 ぶ 場④ 他 地 域 の 取 組 を 学 ぶ 場   

・ 他 の 自 治 体 で も 実 施 し て ほ し い他 の 自 治 体 で も 実 施 し て ほ し い (V ol. 7) 。  

・ 他 地 域 の 取 組 が 大 変 参 考 に な っ た (V ol. 8) 。  

・ 来 年 度 か ら オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 事 業 を 実 施 予 定 の た め 、 企 画企 画

や 運 営 な ど の ノ ウ ハ ウ に つ い て 学 べ て よ か っ たや 運 営 な ど の ノ ウ ハ ウ に つ い て 学 べ て よ か っ た (V ol. 8) 。  

・ ほ か の 地 域 と も 連 携 し て い た だ き 、 ほ か の 地 域 の 活 動 も お 聞 きほ か の 地 域 の 活 動 も お 聞 き

し た いし た い (V ol. 8) 。  

・ 自 身 の 地 域 以 外 の 事 例 に ふ れ る こ と は 少 な い身 の 地 域 以 外 の 事 例 に ふ れ る こ と は 少 な い の で 、 良 い 機 会 だ

っ た (V ol. 9) 。  

・ 昨 年 度 、 市 と 連 携 し 、 第 1 回 オ ー プ ン フ フ ァ ク ト リ ー を 開 催 し

た 。 今 後 の 方 向 性 を 検 討 し て い る 中 で 参 考 に な っ た今 後 の 方 向 性 を 検 討 し て い る 中 で 参 考 に な っ た (V ol. 9) 。  

・ こ れ か ら も 、 こ う い っ た イ ベ ン ト を 続 け 、 横 展 開 を は か っ て い た横 展 開 を は か っ て い た

だ け る と あ り が た いだ け る と あ り が た い (V ol. 9) 。  
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各 取 組 の 目 指 す 方 向 性 と も い え る V al u e (価 値 ・ 効 果 )は 、 開 催 地 域 の 地 域 課 題 状 況 (過 疎 化 、 住

工 混 在 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 枯 渇 な ど )に よ っ て 異 な っ て 当 然 で あ り 、 開 催 地 域 が 有 す る R e s o u r c e (活

動 を 支 え る 資 源 )も そ の 地 域 の 歴 史 ・ 風 習 、 雰 囲 気 な ど 異 な る こ と が 前 提 で 、 意 図 的 に 真 似 る こ と

の で き る 要 素 で は な い だ ろ う 。   

よ っ て 、 ナ レ ッ ジ シ ェ ア 推 進 に 向 け て は 、 各 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 個 々 の 活 動 の

分 析 と と も に 、 そ れ ら 活 動 が 「 優 良 ア ク シ ョ ン （ グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス ） 」 と し て 認 識 ・ 気 付 く あ る

い は 共 有 し 合 う 仕 掛 け 作 り 、 す な わ ち 互 い の 経 験 値 を フ ラ ッ ト に 共 有 出 来 る 場 （ ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・

ポ ー ト ） の 設 置 ・ 推 進 が 有 効 で あ る 。 ま た 、 シ ェ ア す る 対 象 者 と し て 、 新 た な 「 産 地 の 顔 」 を 育 て

て い く こ と も 有 効 な 推 進 策 で あ ろ う 。  

他 地 域 に 展 開 さ れ た 活 動 が 、 今 後 新 た な グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス を 生 み 出 す 可 能 性 も あ り 、 「 場 」 の

創 出 が イ ノ ベ ー シ ョ ン を 生 み 出 す エ コ シ ス テ ム と し て 機 能 す る こ と が 期 待 さ れ る 。  

 

【 ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ エ コ シ ス テ ム 】【 ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ エ コ シ ス テ ム 】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V a l u eV a l u e   ==   A c t i v i t yA c t i v i t y   ××   RR e s o u r c ee s o u r c e と 考 え れ

ば 、 各 地 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト

リ ー が 行 使 可 能 な グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス行 使 可 能 な グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス

(( AA )) が 増 え るが 増 え る こ と で 、 元 々 備 え て い た 資 源

( R ) の う ち 、 使 い こ な せ て い な か っ た 資 源使 い こ な せ て い な か っ た 資 源

( R )( R ) 、 ま た は 資 源 の 異 な る 活 か し 方 が 生 ま、 ま た は 資 源 の 異 な る 活 か し 方 が 生 ま

れ るれ る 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 結 果 と し て結 果 と し て

価 値 ・ 効 果価 値 ・ 効 果 (( VV )) が 大 き く な るが 大 き く な る と 言 え る 。  
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ま た 、 日 本 全 国 で 見 た 場 合 、 現 状 、 関 西 地 域 ・ 関 東 地 域 ま た 一 部 の 際 立 つ 事 例 以 外 で は 、 可 視

化 さ れ て い な い 取 組 事 例 も 多 い 。 ※ 2 0 2 2 年 3 月 現 在 に お い て は 、 日 本 国 内 全 域 に お け る 地 域 一 体

型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 公 的 な 機 関 等 が 可 視 化 し た も の は 存 在 し な い 。  

よ っ て 、よ っ て 、 よ り 多 く の 優 良 ア ク シ ョ ン （ グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス ） を 導 き 出 す た め に は 、 明 ら か に なよ り 多 く の 優 良 ア ク シ ョ ン （ グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス ） を 導 き 出 す た め に は 、 明 ら か に な

っ て い な いっ て い な い 事 例事 例 のの さ ら な るさ ら な る 可 視 化可 視 化 が 重 要 で あ り 、が 重 要 で あ り 、 加 え て加 え て 可 視 化 さ れ た 新 た な ア ク シ ョ ン可 視 化 さ れ た 新 た な ア ク シ ョ ン をを 共 有共 有 すす

る 場 の 創 出る 場 の 創 出 がが 、、 国 内 全 域 に お け る イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ エ コ シ ス テ ム を 刺 激 す る国 内 全 域 に お け る イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ エ コ シ ス テ ム を 刺 激 す る 新 要 素新 要 素 と な る 可 能 性と な る 可 能 性

が あ る こ と をが あ る こ と を 本本 調 査調 査 結 果結 果 がが 示 唆 す る示 唆 す る 。。   
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３ ． テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト３ ． テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト   

 

地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に 参 画 し て い る 中 小 企 業 は 「 群 」 と な っ て い る た め 、 外 部 か

ら 見 れ ば 様 々 な 特 性 や 魅 力 を 持 つ 集 合 体 と 言 え る 。 他 社 と 差 別 化 す る こ と が 可 能 な 高 い 品 質 や 技

術 力 を 持 つ 企 業 も あ れ ば 、 尖 っ た ブ ラ ン ド イ メ ー ジ や 産 地 の ス ト ー リ ー を 背 負 っ た 魅 力 的 な 製 品

も あ り 、 大 企 業 を は じ め と し た 外 部 リ ソ ー ス が コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ・ パ ー ト ナ ー を 探 す 「 場 」 と し

て 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー は 非 常 に 魅 力 的 で あ る と 言 え る 。  

反 面 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 側 と し て も 、 マ ー ケ ッ ト 力 、 プ ロ モ ー シ ョ ン 力 を 持 つ

外 部 リ ソ ー ス と の 出 会 い は 非 常 に 有 意 義 で あ り 、 認 知 の 向 上 が さ ら な る ブ ラ ン ド 確 立 へ と 繋 が る

成 長 の 機 会 と な る 可 能 性 が あ る 。 日 本 の 企 業 は 9 9 ％ 以 上 が 中 小 企 業 で あ り 、 ま た 世 界 に 比 し て も

日 本 は 創 業 か ら 1 0 0 年 以 上 経 過 す る 企 業 が 多 い と 言 わ れ て い る 。 こ れ ら に 加 え 、 地 域 に 根 付 い た

歴 史 や 保 有 す る 技 術 が 裏 打 ち す る ス ト ー リ ー を ア イ デ ン テ ィ テ ィ と し て 確 立 し て い れ ば 、 外 部 リ

ソ ー ス 側 か ら 見 て も 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー は 、 対 等 な イ コ ー ル ・ パ ー ト ナ ー と し て の

中 小 企 業 を 見 つ け る 好 機 と な る と 思 料 さ れ る 一 方 、 令 和 ２ 年 度 に お け る 調 査 に お い て は 「 認 知 の

壁 」 と 「 意 識 の 壁 」 が 存 在 す る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。  

そ こ で 、 本 調 査 に お い て は 、（ １ ） 研 究 会 の 開 催  及 び 、（ ２ ） 実 証 調 査  の 二 つ の 手 法 を 用 い て 、

調 査 実 行 時 の 差 異 分 析 （ 訪 問 者 の 意 識 変 化 な ど ） を 通 じ て 把 握 し 、 上 述 の 「 壁 」 を 突 破 す る 手 法

を 見 い だ す こ と を 目 的 と し て 実 施 し た 。  

 

     研 究 会 の 様 子         京 都  Vi si t ①            京 都 ②  

 

 

 

 

 

 

      貝 塚 ①            貝 塚 ②              堺 ①  

 

 

 

 

 

 

      堺 ②               八 尾 ①            八 尾 ②  
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（ １ ） 研 究 会 の 開 催（ １ ） 研 究 会 の 開 催   

関 西 各 地 で 取 組 を 進 め て い る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 実 施 主 体 及 び キ ー プ レ イ ヤ ー 、

交 流 可 能 性 の あ る 大 企 業 等 の 担 当 者 を 委 員 と し て 集 め 、 研 究 会 を 開 催 。 開 催 概 要 は 下 記 の と お り 。  

 

開 催 日 時  2 0 2 1 年 8 月 2 5 日 （ 水 ） 1 4: 0 0 -1 7: 0 0  

会 場  ハ イ ブ リ ッ ド 開 催 (近 畿 経 済 産 業 局  第 一 会 議 室 ) 

出 席 委 員  (座 長 ) 

神 戸 大 学 大 学 院  シ ス テ ム 情 報 学 研 究 科  准 教 授  藤 井  信 忠 氏  

(委 員 ) 

C O S K Y O T O 株 式 会 社  代 表 取 締 役  北 林  功 氏  

株 式 会 社 友 安 製 作 所  新 規 事 業 ・ 広 報 部 課 長  松 尾  泰 貴 氏  

エ イ チ ・ ツ ー ・ オ ー  リ テ イ リ ン グ 株 式 会 社  経 営 企 画 室  部 長  杉 本  良 平 氏  

株 式 会 社 ア ー バ ン リ サ ー チ  経 営 企 画 部  サ ス テ イ ナ ビ リ テ ィ 推 進 課   

シ ニ ア チ ー フ  宮  啓 明 氏  

プ ロ グ ラ ム  1 .開 会  

2 .今 年 度 事 業 と 本 研 究 会 の 目 的  

3 .委 員 自 己 紹 介  

4 .委 員 か ら の 事 例 提 供  

( 1)「 0 7 8 K O B E に お け る 大 企 業 と の 連 携 事 例 （ 実 証 事 例 ） に つ い て 」  

（ 神 戸 大 学 大 学 院 シ ス テ ム 情 報 学 研 究 科  准 教 授  藤 井  信 忠 氏 ）  

5 .テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト に つ い て  

( 1)外 部 リ ソ ー ス と の 連 携 の た め の テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト の 有 効 性 分 析 の 視

点 （ 検 討 の フ レ ー ム ）  

( 2)差 異 分 析 ・ ア ン ケ ー ト 調 査 （ 案 ） 、 テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト の 試 行 方 法  

＜ 意 見 交 換 ＞  

① テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト の 意 義 、 大 企 業 等 と 企 業 や 地 域 ・ 産 地 と の 共 創 の 可

能 性 （ ど う い っ た 展 開 が 可 能 か ）  

・ 企 業 や 地 域 ・ 産 地 は 大 企 業 等 に 対 し 、 大 企 業 等 は 企 業 や 地 域 ・ 産 地 に 対

し 、 各 々 ど の よ う な 共 創 を 望 ん で い る か ？ （ 意 識 ギ ャ ッ プ の 有 無 ）  

・ 共 創 の 具 体 化 に 向 け た バ リ ア （ 障 壁 ） は 何 か  

② テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト を 通 じ て  企 業 や 地 域 ・ 産 地 の 認 知 は ど う す れ ば 高

ま る か  

③ テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト を 通 じ た 共 創 に 向 け て 、 大 企 業 等 へ ど の よ う な 魅 力

が 可 視 化 さ れ て い れ ば よ い か 。 そ の た め に  ど の よ う な 現 場 体 験 （ 体 験 ・

情 報 ・ 学 習  等 ） が 届 け ば よ い か 。  

④ 差 異 分 析 ・ ア ン ケ ー ト 調 査 （ 案 ） 、 テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト の 試 行 方 法 に つ

い て  

6 .閉 会  
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（ ２ ） 実 証 調 査（ ２ ） 実 証 調 査   

実 証 調 査 を 行 う に あ た っ て は 、 事 前 に 開 催 し た 研 究 会 を 通 し て 、 「 雑 談 」 と 「 余 白 」 が 重 要 で あ

り 、 そ の 相 手 が 「 誰 」 で あ る か が 重 要 と い う 仮 説 が 立 て ら れ た こ と か ら 、 テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト

改 め 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」 と し て 、 奇 し く も 前 述 の  ２ ． ナ レ ッ ジ シ ェ ア  の 中 で も 言 及 さ れ

た 「 産 地 の 『 知 っ て い る 人 』 を 知 っ て い る 人 」 ＝ 「 産 地 の 顔 」 と い え る 方 を 訪 問 す る こ と を 軸 に お

い た 実 証 調 査 を 以 下 の と お り 実 施 し た 。  

 

【【 D E S I G ND E S I G N   W E E KW E E K   K Y O T OK Y O T O 】】   

開 催 日 時  2 0 2 1 年 1 1 月 8 日 （ 月 ） 9 : 0 0～ 1 7: 3 0  

開 催 エ リ ア  京 都 市 ・ 宇 治 市 ・ 亀 岡 市  

核 と な る 案 内 人  C O S K Y O T O 株 式 会 社  代 表 取 締 役  北 林  功 氏  

行 程  現 場 視 察 ① ： 株 式 会 社 ナ ン ゴ ー （ 宇 治 市 白 川 川 上 り 谷  8 0 -3 6 ）  

○ お 茶 と 宇 治 の ま ち 交 流 館 「 茶 づ な 」 に て 、 プ ロ ジ ェ ク ト 紹 介  

＊ ヒ ガ シ 絃 楽 器 、 N a o 漆 工 房 、 ナ ン ゴ ー と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 事 例 の 紹

介 、 意 見 交 換 （ 会 議 室  A ）  

現 場 視 察 ② ： 三 浦 製 材 株 式 会 社 （ 亀 岡 市 東 別 院 町 南 掛 落 合  6 -1 ）  

現 場 視 察 ③ ： 株 式 会 社 陶 葊 （ 京 都 市 東 山 区 泉 涌 寺 東 林 町  3 8 ）  

○ Q U E S T I O N ク リ エ イ テ ィ ブ ・ コ モ ン ズ １ （ ７ F ）  

（ 京 都 府 京 都 市 中 京 区 下 丸 屋 町  3 9 0 -2 ）  

＊ 訪 問 先 企 業 も 交 え た セ ッ シ ョ ン ＆ ア ン ケ ー ト 記 入  

同 行 企 業  ・ 大 日 本 印 刷 株 式 会 社  

・ 株 式 会 社 オ カ ム ラ  

・ 株 式 会 社 ア ー バ ン リ サ ー チ  

・ エ イ チ ・ ツ ー ・ オ ー  リ テ イ リ ン グ 株 式 会 社  

・ 株 式 会 社 エ イ チ ・ ツ ー ・ オ ー 商 業 開 発  

・ 株 式 会 社 日 本 旅 行  
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【 貝 塚 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 】【 貝 塚 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 】   

開 催 日 時  2 0 2 1 年 1 2 月 2 3 日 （ 木 ） 9 :4 0 ～ 1 7: 0 0  

開 催 エ リ ア  貝 塚 市 ・ 泉 佐 野 市  

核 と な る 案 内 人  株 式 会 社 ポ ー ト フ ォ リ オ  代 表 取 締 役  延 生  康 二 氏  

行 程  現 場 視 察 ① ： 株 式 会 社 テ ラ シ タ （ 泉 佐 野 市 り ん く う 往 来 南 5 -2 3 ）  

現 場 視 察 ② ： 有 限 会 社 泉 和 鉄 工 所 （ 貝 塚 市 二 色 南 町 3 -1 3 ）  

現 場 視 察 ③ ： 日 本 紙 工 株 式 会 社 （ 貝 塚 市 二 色 中 町 1 0 -1 ）  

○ ポ ー ト フ ォ リ オ （ 貝 塚 市 海 塚 1 丁 目 1 -2 3 ）  

＊ 訪 問 先 企 業 も 交 え た セ ッ シ ョ ン ＆ ア ン ケ ー ト 記 入  

同 行 企 業  ・ 株 式 会 社 オ カ ム ラ  

・ 株 式 会 社 エ イ チ ・ ツ ー ・ オ ー 商 業 開 発  

・ 阪 急 電 鉄 株 式 会 社  

・ ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社  

・ ハ ン ワ ホ ー ム ズ 株 式 会 社  

・ エ イ ベ ッ ク ス ・ エ ン タ テ イ ン メ ン ト 株 式 会 社  

・ 南 海 電 気 鉄 道 株 式 会 社  

・ 有 限 会 社 セ メ ン ト プ ロ デ ュ ー ス デ ザ イ ン  

・ 川 崎 車 両 株 式 会 社  

・ N T T ビ ジ ネ ス ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 株 式 会 社  
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【【 F a ct o r I S MF a ct o r I S M 】】   

開 催 日 時  2 0 2 2 年 １ 月 2 1 日 （ 金 ） 9 :2 0 ～ 1 7: 0 0  

開 催 エ リ ア  堺 市  

核 と な る 案 内 人  株 式 会 社 ジ ョ イ ン ト メ デ ィ ア  統 括 営 業 部 部 長  野 村 範 仁 氏  

行 程  現 場 視 察 ① ： 株 式 会 社 小 泉 製 作 所 (堺 市 堺 区 鉄 砲 町 １ ８ 番 地 ) 

現 場 視 察 ② ： 株 式 会 社 馬 場 刃 物 製 作 所 (堺 市 堺 区 宿 屋 町 東 3 -3 -2 2)  

○ 昼 食 ： つ ぼ 市 製 茶 本 舗  堺 茶 寮 （ 堺 市 堺 区 九 間 町 東 1 丁 1 -2)  

現 場 視 察 ③ ： 株 式 会 社 ナ カ ニ ・ に じ ゆ ら （ 堺 市 中 区 毛 穴 町 3 3 8 -6 ）  

現 場 視 察 ④ ： 株 式 会 社 河 辺 商 会 (堺 市 西 区 平 岡 町 8 5 -1)  

○ さ か い 新 事 業 創 造 セ ン タ ー S -C u b e 多 目 的 会 議 室 （ 堺 市 北 区 長 曽 根 町 1 3 0

番 地 4 2 ）  

＊ 訪 問 先 企 業 も 交 え た セ ッ シ ョ ン ＆ ア ン ケ ー ト 記 入  

同 行 企 業  ・ 株 式 会 社 オ カ ム ラ  

・ 株 式 会 社 エ イ チ ・ ツ ー ・ オ ー  商 業 開 発  

・ 南 海 電 気 鉄 道 株 式 会 社  

・ 株 式 会 社 南 海 リ サ ー チ ＆ ア ク ト  

・ く ら 寿 司 株 式 会 社  

・ 植 山 グ ル ー プ ・ 植 山 織 物 株 式 会 社  

・ 株 式 会 社 福 壽 堂 秀 信  

・ 桃 山 学 院 大 学  B D L 事 業 部  

【 み せ る ば や お 】【 み せ る ば や お 】   

開 催 日 時  2 0 2 2 年 3 月 1 4 日 （ 月 ） 9 :1 5 ～ 1 7: 3 0  

開 催 エ リ ア  八 尾 市  

核 と な る 案 内 人  株 式 会 社 友 安 製 作 所  ソ ー シ ャ ル デ ザ イ ン 部 担 当  執 行 役 員  松 尾 泰 貴 氏  

行 程  現 場 視 察 ① ： 株 式 会 社 友 安 製 作 所 (八 尾 市 神 武 町 1 番 3 6 号 )  

現 場 視 察 ② ： 葵 ス プ リ ン グ 株 式 会 社 （ 八 尾 市 太 田 7 -1 8 ）  

現 場 視 察 ③ ： カ ネ エ ム 工 業 株 式 会 社 （ 八 尾 市 泉 町 1 -9 3 ）  

○ み せ る ば や お （ 八 尾 市 光 町 2 -6 0 リ ノ ア ス 8 F  近 鉄 八 尾 駅 前 ）  

＊ 八 尾 市 役 所 担 当 課 か ら の 取 組 紹 介  

同 行 企 業  ・ 株 式 会 社 オ カ ム ラ  

・ 株 式 会 社 エ イ チ ・ ツ ー ・ オ ー  商 業 開 発  

・ 株 式 会 社 ウ エ ダ 本 社  

・ 株 式 会 社 日 立 製 作 所  

・ N T T ビ ジ ネ ス ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 株 式 会 社  

・ 西 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社  

・ 公 益 社 団 法 人 ２ ０ ２ ５ 年 日 本 国 際 博 覧 会 協 会  
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【【 D E S I G ND E S I G N   W E E KW E E K   K Y O T OK Y O T O 】 北 林】 北 林   功功   氏氏   

（ 一 般 社 団 法 人 D e si g n W e e k K y ot o 実 行 委 員 会  代 表 理 事 ｜ C O S K Y O T O 株 式 会 社  代 表 取 締 役 ）  

地 場 の モ ノ づ く り 産 業 の グ ロ ー バ ル 展 開 サ ポ ー ト や 人 材 育 成 、 文 化 交 流 事 業 や 学 び の ツ ー リ

ズ ム を 通 じ て 、 自 律 ・ 循 環 ・ 持 続 す る 心 豊 か な 社 会 構 築 に 挑 む 。 平 成 2 8 年 よ り 、 モ ノ づ く り

現 場 で の 交 流 を 通 じ た 創 造 的 地 域 づ く り に も 取 り 組 む 。  

 

【 貝 塚 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 】 延 生【 貝 塚 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 】 延 生   康 二康 二   氏氏   

（ 貝 塚 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 実 行 委 員 会  実 行 委 員 長 ）  

大 阪 府 貝 塚 市 出 身 。 2 0 1 7 年 に 建 設 会 社 「 延 生 建 設 株 式 会 社 」 の 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 。

2 0 2 0 年 コ ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 運 営 企 業 と し て 、 株 式 会 社 ポ ー ト フ ォ リ オ を 設 立 。 2 0 2 1 年 7

月 、 地 元 貝 塚 駅 前 の 南 海 電 鉄 が 所 有 す る 建 物 を リ ノ ベ ー シ ョ ン 、 カ フ ェ を 併 設 し た コ ワ ー キ ン

グ ス ペ ー ス 「 ポ ー ト フ ォ リ オ 」 を オ ー プ ン さ せ る 。  

  

【【 F a ct o r I S MF a ct o r I S M 】 野 村】 野 村   範 仁範 仁   氏氏   

（ F a ct o r I S M  デ ィ レ ク タ ー ）  

1 9 8 9 年 、 堺 市 出 身 。 株 式 会 社 ジ ョ イ ン ト メ デ ィ ア で 、 企 画 ・ デ ィ レ ク タ ー ／ 営 業 を 担 当 。

地 域 の 情 報 発 信 に 積 極 的 に 取 り 組 む 。 広 域 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー プ ロ ジ ェ ク ト

「 F a ct o r I S M 」 で は デ ィ レ ク タ ー と し て 活 躍 。  

  

【 み せ る ば や お 】【 み せ る ば や お 】 松 尾松 尾   泰 貴泰 貴   氏氏   

（ 株 式 会 社 友 安 製 作 所  ソ ー シ ャ ル デ ザ イ ン 部 担 当  執 行 役 員 ）  

元 八 尾 市 職 員 。 「 み せ る ば や お 」 の 立 ち 上 げ に 尽 力 。 も の づ く り の ま ち で あ る 八 尾 を 広 く 知

っ て も ら お う と 、 子 ど も た ち に も の づ く り の 楽 し さ を 伝 え る ワ ー ク シ ョ ッ プ や 、 企 業 間 の 交 流

を 促 進 す る た め の イ ベ ン ト な ど を 実 施 し て い る 。 地 方 公 務 員 ア ワ ー ド 2 0 1 9 を 受 賞 。  
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（ ３ ）（ ３ ） 訪 問 者 の 意 識 変 化訪 問 者 の 意 識 変 化   

実 証 調 査 を 進 め る 中 で 「 訪 問 者 の 意 識 変 化 」 に つ い て は 、 「 ２ ． （ ５ ） ナ レ ッ ジ シ ェ ア の 推 進 に

向 け て 」 に お い て 掲 示 し た ジ ョ ハ リ の 窓 の う ち 、 訪 問 者 に と っ て の 「 秘 密 の 窓 」 を 開 く き っ か け

と な っ た 。  

 

（ C o m m u ni c ati o n T h e o r y , T h e J o h ali Wi n d o w M o d el (htt p s:// w w w. c o m m u ni c a ti o nt h e o r y. o r g/ ） よ り 加 工 ) 

 

た だ し 、 こ の 「 秘 密 の 窓 」 を 開 く た め に は 「 と に か く 訪 問 す れ ば よ い 」 と い う も の で は な く 、 実

証 調 査 を 進 め る 中 で 重 要 な ポ イ ン ト が 存 在 す る こ と が 明 ら か と な っ た 。 こ の ポ イ ン ト に つ い て 以

下 、 紹 介 す る 。  

 

ポ イ ン トポ イ ン ト   具 体 的 説 明具 体 的 説 明   

① 人 の 魅 力 、 関 係 性 が 共 創① 人 の 魅 力 、 関 係 性 が 共 創

の 礎の 礎   

・ キ ー マ ン の 重 要 性 を 感 じ た 。 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー × 企 業 を 目

指 す と き 風 穴 を あ け ら れ る の は 人風 穴 を あ け ら れ る の は 人 で あ り 、 人 か ら 広 が っ て い く人 か ら 広 が っ て い く

も の だ と 再 認 識 し た 。  

・ 地 元 企 業 の 技 術 、 モ ノ 作 り へ の プ ラ イ ドモ ノ 作 り へ の プ ラ イ ド 、 中 小 企 業 の 変 革 へ の 挑

戦 、 全 て が 印 象 に 残 っ た 。  

・ 「 地 域 を 思 い 、 つ な が り 、 行 動 す る 方 々 」 が 現 実 に い ら っ し ゃ る

こ と 、 そ し て そ の 熱 量 に 肌 で 触 れ 、そ の 熱 量 に 肌 で 触 れ 、 「 自 分 の 認 識 以 上 に 世 の 中 は

変 わ っ て い る ／ 動 い て い る 」 の だ と 改 め て 実 感 。  

・ 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」 と い う お 名 前 の 通 り 、 今 回 も 素 晴 ら し

い 出 会 い を い た だ い た 。 人 と の 出 会 い こ そ が 可 能 性 を 拓 く と 改人 と の 出 会 い こ そ が 可 能 性 を 拓 く と 改

め て 実 感 。め て 実 感 。   

・ そ れ ぞ れ の 企 業 様 の こ だ わ り や 職 人 さ ん の 想 い が 伝 わ っ て き て 、

大 阪 ・ 堺 の も の づ く り を 誇 り に 思 う 。 皆 様 、 明 る く て ポ ジ テ ィ ブ

に 行 動 さ れ て い る の も と て も 好 感 が 持 て た 。  

・ 各 社 の 皆 様 が 、 モ ノ 作 り に 対 す る 誇 り を 持 っ て お 仕 事 さ れ て い

る 姿 に 感 動 す る と と も に 私 自 身 が 元 気 を も ら っ た 。  

・ 最 後 の セ ッ シ ョ ン を 通 じ て 、 今 日 の 振 り 返 り が で き た 、 見 学 し て見 学 し て
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解 散 す る の で は な く 、 話 が 聞 け る の は 大 事 。解 散 す る の で は な く 、 話 が 聞 け る の は 大 事 。  

・ こ ん な に 魅 力 的 で 活 気 あ る 企 業 の 方 々 と も っ と 会 社 の 人 間 が 触も っ と 会 社 の 人 間 が 触

れ 合 う べ き だ と 思 い ま し た 。 （ 特 に 立 場 の 上 の 方 ） 。れ 合 う べ き だ と 思 い ま し た 。 （ 特 に 立 場 の 上 の 方 ） 。  

②② 共 感 ・ 信 頼共 感 ・ 信 頼 か ら は じ ま るか ら は じ ま る

経 済経 済  

・ も の づ く り へ の 想 い や 、 会 社 と し て の ビ ジ ョ ン を お 聞 き し 、 こ の会 社 と し て の ビ ジ ョ ン を お 聞 き し 、 こ の

会 社 さ ん を 応 援 し た い 、 も っ と 世 の 中 に 知 っ て ほ し い会 社 さ ん を 応 援 し た い 、 も っ と 世 の 中 に 知 っ て ほ し い と 感 じ た 。  

・ そ れ ぞ れ の 現 場 で 働 く 方 々 の 思 い を 知 る こ と が で き 、 ぜ ひ 色 々色 々

な 取 組 を 進 め て み た い と 思 わ せ て く れ る 、 と て も よ い 機 会 。な 取 組 を 進 め て み た い と 思 わ せ て く れ る 、 と て も よ い 機 会 。  

・ 改 め て 沿 線 企 業 の 魅 力 （ 特 に 働 く 人 の 熱 い 思 い ） に 気 づ く こ と が

で き た 。 S D G sS D G s に 対 す る 思 い を 口 に す る 企 業 様 が 多 く 、 大 変 共に 対 す る 思 い を 口 に す る 企 業 様 が 多 く 、 大 変 共

感 。 企 業 の 方 の 熱 い 思 い を 、 多 く の 学 生 、 住 民 の 方 等 に 知 っ て い感 。 企 業 の 方 の 熱 い 思 い を 、 多 く の 学 生 、 住 民 の 方 等 に 知 っ て い

た だ け る よ う な 取 組 み を 引 き 続 き 続 け て い き た い 。た だ け る よ う な 取 組 み を 引 き 続 き 続 け て い き た い 。  

③ 現 場 感 と コ ミ ュ ニ ケ ー③ 現 場 感 と コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が 加 速 す る 力シ ョ ン が 加 速 す る 力   

・ リ ア ル だ か ら こ そ 得 ら れ る 体 験リ ア ル だ か ら こ そ 得 ら れ る 体 験 が あ る と 思 う 。 楽 し い 大 人 の 社

会 見 学 だ っ た 。  

・ 参 加 し な い と 体 験 で き な い こ と を 多 く 体 感 で き た 。  

・ バ ス の 中 の 雰 囲 気 も よ く 、 参 加 者 と 企 業 と 皆 様 で 一 緒 に つ く れ参 加 者 と 企 業 と 皆 様 で 一 緒 に つ く れ

たた L I V EL I V E 感感 が あ っ た 。  

・ 今 日 の 振 り 返 り が で き 、 見 学 し て 解 散 す る の で は な く 、 話 が 聞 け見 学 し て 解 散 す る の で は な く 、 話 が 聞 け

る の は 大 事 だ 。る の は 大 事 だ 。  

④ 大 企 業 の マ イ ン ド セ ッ④ 大 企 業 の マ イ ン ド セ ッ

トト に 資 す る ス イ ッ チに 資 す る ス イ ッ チ  

・ 新 し い 価 値 感 、 も の づ く り へ の 興 味 が 生 ま れ た 。生 ま れ た 。  

・ そ れ ぞ れ の 技 術 の 強 み を 活 か さ れ て 、 積 極 的 に 色 ん な 分 野 へ チ

ャ レ ン ジ さ れ て い て そ ん な チ ャ レ ン ジ の 気 持 ち が 素 敵 な モ ノ ・

作 品 に つ な が っ て い る こ と 、 弊 社 の 社 員 に も 伝 え て い き た い 。弊 社 の 社 員 に も 伝 え て い き た い 。  

・ 自 ら 地 域 の 企 業 に 足 を 運 び た い と い う 気 持 ち に な る 大 き な 刺 激自 ら 地 域 の 企 業 に 足 を 運 び た い と い う 気 持 ち に な る 大 き な 刺 激

を う け た 。  

・ 製 造 す る 社 員 は 外 部 と の 接 点 が 少 な い の で 、 オ ー プ ン フ ァ ク ト

リ ー は 刺 激 を 得 る 貴 重 な 機 会 。 （ 当 社 の 社 員 を 見 た と き ）  

・ 各 社 経 営 者 が 従 業 員 、 職 員 個 々 の ” 顔 が 見 え て い る ” こ と に は 驚

い た 。 大 企 業 で は 見 出 し大 企 業 で は 見 出 し 難 い難 い 風 土 で 、 ま た そ の 強 み を 感 じ た 。風 土 で 、 ま た そ の 強 み を 感 じ た 。  

・ 情 熱 ・ 本 気 が 先 行 で こ こ ま で 広 く 繋 が り を つ く れ る こ と に 、 本情 熱 ・ 本 気 が 先 行 で こ こ ま で 広 く 繋 が り を つ く れ る こ と に 、 本

当 に 感 銘 を 受当 に 感 銘 を 受 け た 。 自 社 や 自 分 が で き る こ と は 何 か 、 も っ と 考け た 。 自 社 や 自 分 が で き る こ と は 何 か 、 も っ と 考

え た いえ た い で す し 、 も っ と い ろ ん な 人 を 巻 き 込 ん で 一 緒 に お も し ろ

い こ と を や っ て い き た い 。  

⑤ 公 的 機 関 の 役 割⑤ 公 的 機 関 の 役 割 がが 重 要重 要

な 推 進 力な 推 進 力  

・ 中 小 の メ ー カ ー 様 と 新 た に つ な が る こ と の で き る 場 は 、 自 分 達自 分 達

で 設 け よ う と す る と 難 し い と こ ろ も あ る の で 、 国 も 取 り 組 み とで 設 け よ う と す る と 難 し い と こ ろ も あ る の で 、 国 も 取 り 組 み と

し て 実 施 い た だ け る と と て も 助 か る 。し て 実 施 い た だ け る と と て も 助 か る 。 継 続 い た だ け る と 嬉 し い 。  

・ 会 社 か ら 言 わ れ た の で 義 務 的 に と い う 姿 勢 で は な く 、 元 々 し っ

か り と 信 頼 関 係 の あ る 方 か ら の お 誘 い だ っ た と こ ろ も と て も 大

き い 。 ど ん な 大 き な 活 動 も 草 の 根 的 、 一 人 一 人 の つ な が り か ら す

べ て は 始 ま る の だ と 感 じ た し 、 そ れ を な く し て 大 風 呂 敷 を 拡 げ

て も う ま く い か な い の だ と い う こ と も よ く わ か っ た 。  

・ 近 経 局 が 主 催 で 開 催 し て い た だ け る こ と で オ フ ィ シ ャ ル な イ ベ近 経 局 が 主 催 で 開 催 し て い た だ け る こ と で オ フ ィ シ ャ ル な イ ベ

ン ト と し て 自 社 に も 説 明 し や す い し 、 人 間 関 係 の 形 成 も 非 常 にン ト と し て 自 社 に も 説 明 し や す い し 、 人 間 関 係 の 形 成 も 非 常 に

ス ム ー ズ に で き 、 本 当 に 有 意 義 な 時 間 。ス ム ー ズ に で き 、 本 当 に 有 意 義 な 時 間 。 こ う い っ た つ な が り を

大 事 に す る こ と で 、 各 社 の 意 識 が 外 で 開 け て い き 、 自 然 と 共 創 が自 然 と 共 創 が

生 ま れ生 ま れ や す い 素 地 が 育 っ て い く と 思 う 。や す い 素 地 が 育 っ て い く と 思 う 。  
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※ な お 、 本 調 査 実 証 事 業 を 行 う に 際 し て 、 結 果 と し て ４ 地 域 を 舞 台 と し て 計 4 1 の 企 業 の 協 力 を 得

た 。 そ こ で 、 ポ イ ン ト 抽 出 の た め に 活 用 し た ア ン ケ ー ト の 一 部 を 参 考 ま で に 以 下 掲 示 す る 。  

 

＜ 参 考 ＞  

【 参 加 前 の 期 待 値 】  

ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト へ の 参 加 前 に 期 待 さ れ て い た こ と は 何 で す か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 参 加 後 の 印 象 】  

実 際 に ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト を 経 験 し て み て 、 い か が で し た か 。  
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（ ４（ ４ ）） 「 意 識 の 壁 」 を 突 破 す る 方 法「 意 識 の 壁 」 を 突 破 す る 方 法   

① 実 証 調 査 と 研 究 会 に お け る 議 論 を 踏 ま え た 考 察① 実 証 調 査 と 研 究 会 に お け る 議 論 を 踏 ま え た 考 察   

こ れ ま で の 大 企 業 と 地 域 企 業 の 交 流 は 「 利 益 が 見 込 め る 」 か ら こ そ 、 「 地 域 企 業 と 交 流 す る 」 と

い う 「 共 創 」 ス タ イ ル で あ っ た が 、 実 際 に 各 地 で 取 り 組 ん で い る オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 内 で 独 自

に 生 ま れ て い る イ ノ ベ ー シ ョ ン は 参 加 大 企 業 を 大 き く 刺 激 す る も の で あ り 、「 交 流 」 し た か ら こ そ

生 ま れ た 「 予 定 調 和 の な い 利 益 」 に 大 き く 関 心 を 寄 せ る 結 果 と な っ た 。  

ま た 、 こ の 大 企 業 群 の マ イ ン ド チ ェ ン ジ に は 、 実 証 調 査 を 通 じ て 「 実 際 に 訪 れ る 機 会 ・ 場 所 」

が 大 き く 機 能 す る こ と も （ ３ ） 訪 問 者 の 意 識 変 化 に 記 載 し た ポ イ ン ト か ら も あ わ せ て 明 ら か に な

っ た も の と 言 え る 。  

  

ま た 、 「 研 究 会 」 に お い て は 、 冒 頭 、 藤 井 座 長 か ら 、 「 0 7 8 K O B E 」 の 取 組 み が 紹 介 さ れ 、 そ の 役

割 は 「 交 流 ・ 連 携 を う み だ す プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 で あ る と 紹 介 さ れ た 。  

加 え て 、 北 林 委 員 か ら は 、「 地 域 産 業 の 発 展 の ス テ ッ プ 」 と し て 、「「 地 域 産 業 の 発 展 の ス テ ッ プ 」 と し て 、「 55 TT 」 の 考 え 方」 の 考 え 方 が 提 案 さ れ た 。

こ れ は 、 北 林 氏 が デ ィ レ ク シ ョ ン す る D E S I G N W E E K K Y O T O に 参 加 す る 企 業 や 関 係 者 に 伝 え

る こ と を 大 切 に し て い る 指 針 の 一 つ で あ り 、 取 組 を 通 し て 「 D E S I G N W E E K K Y O T O 」 が 参 加 者

に 提 供 す る の は  ① ( T al k)～  ② ( Tr u s t)の 部 分 。 そ こ で 築 か れ た 関 係 性 や 互 い に 与 え あ う 刺 激 に よ

り  ③ ( T o g et h e r)や  ④ ( Tr y)、 そ し て  ⑤ ( Tr e a s u r e)に 繋 が る 可 能 性 を フ ロ ー 化 し た も の で あ る 。  

 

【 地 場 産 業 の 発 展 の ス テ ッ プ （ ５ Ｔ ） 】  

T al k    ① 出 会 う （ 存 在 認 知 ） ： イ ベ ン ト な ど  

 ↓  

Tr u s t    ② 交 わ る （ 信 頼 醸 成 ） ： 学 び 合 い 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 化  

 ↓  

T o g et h e r  ③ 生 み 出 す （ 共 同 作 業 ） ： コ ラ ボ  

 ↓  

Tr y     ④ 挑 戦 す る （ 新 領 域 進 出 ） ： 国 内 外 の 新 ビ ジ ネ ス へ の チ ャ レ ン ジ  

 ↓  

Tr e a s u r e  ⑤ 利 益 を 出 す （ 価 値 向 上 ） ： ブ ラ ン ド 構 築 、 ビ ジ ネ ス 構 造 、 ア ッ プ グ レ ー ド  

出 所 ： 「 テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト 研 究 会 」 北 林 委 員 投 影 資 料 よ り 作 成  

 

こ の 考 え 方 を 敢 え て D E SI G N W E E K K Y O T O を 進 め る 上 で 可 視 化 し て い る の は 、 日 本 社 会 が

効 率 化 の 観 点 か ら 「 利 益 を 求 め る た め の 最 短 距 離 」 を 求 め る あ ま り に 「 必 要 な 助 走 」 や 「 遠 回 り 」

に 対 す る 寛 容 性 の 低 さ を 危 惧 し て い る た め で あ る 。  

す な わ ち 、 企 業 存 立 の 重 要 な 目 的 と な る 「 利 益 」 を 生 み 出 す 最 後 の ス テ ッ プ 「 Tr e a s u r e  ⑤ 利 益

を 出 す 」 、 そ こ に 至 る ま で の ４ つ の ス テ ッ プ を 踏 む こ と が な い が し ろ に さ れ て い る こ と を 危 惧 し て

い る と い う 指 摘 で あ る 。 前 段 の ス テ ッ プ を 端 折 ら れ た 「 利 益 」 起 点 の 出 会 い は 、 結 局 、 価 格 や ス

ペ ッ ク の 競 争 に 帰 結 し て し ま い 、 本 来 目 指 す 「 共 創 」 で は な く 、 従 来 の 元 請 け 、 下 請 け の 関 係 に

終 始 し て し ま う 可 能 性 が あ る こ と を 示 唆 し て い る 。  
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今 回 、 地 域 の 中 小 企 業 に と っ て の 外 部 リ ソ ー ス の ひ と つ と し て 参 加 し た 大 企 業 群 に あ っ て も 、

閉 塞 感 の あ る 現 在 の 状 況 に お い て 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 生 む 「 共 創 」 の 実 現 に は 、 「 新 し い 仕 事 の 生

み 出 し 方 」 が 求 め ら れ て い る と 考 え ら れ る 。 そ し て 、 そ の 具 体 策 と し て 企 業 内 に 「 共 創 部 門 」 等

を 創 設 す る ケ ー ス は 多 い も の の 、 そ の 共 創 相 手 と し て 想 定 す る 地 域 の 企 業 に つ い て 効 果 的 に 知 る

術 に 苦 心 し て い た こ と も ア ン ケ ー ト や 研 究 会 の 中 か ら 覗 う こ と が で き た 。  

 

そ う し た 側 面 か ら も 今 回 試 行 し た 各 地 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に 対 す る 「 ヒ ュ ー マ

ン ・ ビ ジ ッ ト 」 の 中 に 、 積 極 的 な 意 味 を 見 出 す こ と が で き る と 考 え ら れ る 。  

 

 

②② 「 意 識 の 壁 」 を 突 破 す る 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」「 意 識 の 壁 」 を 突 破 す る 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」   

各 地 で 展 開 さ れ る 「 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 」 へ の 参 加 は 、 対 大 企 業 群 向 け に は 、 最 初 の 出 会 い

（ 存 在 認 知 ） の 場 と な る 。 そ し て 、 今 回 試 行 し 、 地 域 の 中 小 企 業 経 営 者 や 現 場 の 社 員 と の 密 な 交

流 機 会 と な っ た 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」 を 通 じ て 、 「 こ の 人 、 こ の 企 業 と な ら 一 緒 に 何 か で き る

こ と を 考 え た い 、 考 え ら れ る の で は な い か 」 と い う 「 信 頼 に つ な が る 意 識 」 を 抱 く 機 会 と な っ た 。  

そ の 信 頼 の 源 は 、 ま ぎ れ も な く 「 人 」 で あ り 、 経 営 者 や そ こ で 働 く 人 た ち の 自 ら の 事 業 、 取 組

む 仕 事 に 対 す る 「 誇 り 」 で あ り 、 そ れ を 自 ら の 言 葉 で 語 る 姿 を 見 る こ と で 実 感 さ れ て い っ た 。  

そ れ は 「 人 と の 関 わ り 」 が 「 関 わ り 合 い 」 へ と 、 一 つ ス テ ー ジ を あ が る 瞬 間 。 す な わ ち 「 意 識 の

壁 」 を 突 破 す る 瞬 間 で も あ っ た と 思 わ れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「 交 流 」 起 点 の  
フ ラ ッ ト な 関 係 が 生 む 真 の

「 共 創 」  
交 流  利 益  「 利 益 」 起 点 の 交 流 は  

受 発 注 の 枠 組 み を 出 な い ？  
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【【 認 知 の 壁 と 意 識 の 壁 を 突 破 す る 手 法認 知 の 壁 と 意 識 の 壁 を 突 破 す る 手 法 】】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加 え て 、 「 も の づ く り の 現 場 」 が 持 つ 「 ち か ら 」 に も 着 目 せ ざ る を 得 な い 。 音 、 匂 い 、 振 動 、 温

度 、 そ の 他 の 訪 れ る 人 の 五 感 に 訴 え る 「 現 場 感 」 は 、 そ う し た 「 こ こ ろ 」 を 開 く ス イ ッ チ に な る こ

と が 、 研 究 会 で も 示 唆 さ れ る と 共 に 、 ア ン ケ ー ト 結 果 に も 顕 著 に 表 れ て い た 。 通 常 の 「 オ ー プ ン

フ ァ ク ト リ ー 」 で あ れ 、 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」 で あ れ 、 現 場 を 「 実 際 に 訪 れ る 機 会 ・ 場 所 」 が

あ る こ と が 、 共 創 を 考 え る 相 手 方 の マ イ ン ド チ ェ ン ジ の 引 き 金 （ ト リ ガ ー ） に な っ て い る 。  

 

よ っ て 、 こ う し た 「 交 流 」 を 起 点 と し た 「 共 創 」 は 、 「 予 定 調 和 の な い 利 益 」 を 目 指 す 営 み で あ

る と 言 い 換 え る こ と が で き る 。 最 終 の ゴ ー ル が 決 ま っ て い な い 、 何 が 生 ま れ る か わ か ら な い 「 余

白 」 を 含 む 取 組 み 。 そ れ は 、 ア イ デ ア を 足 し な が ら 事 業 を 構 築 し て い く と い う 、 当 事 者 自 身 に と

っ て の ワ ク ワ ク 感 で あ り 、 内 発 的 な 動 機 づ け と な っ て 事 業 の 加 速 化 に つ な が っ て い く 。  

こ れ は 、 研 究 会 の 際 に 、 松 尾 委 員 が 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 実 施 す る 上 で 参 考 と し

て 紹 介 し た 「 ゴ ミ 箱 モ デ ル ※ 」 を 例 え た 考 え 方 と 類 似 し て お り 、 組 織 の 意 思 決 定 は 問 題 ， 解 ， 参

加 者 ， 選 択 機 会 の 4 つ の 流 れ が 結 び 付 い て 行 な わ れ 、 問 題 と 解 が 連 続 的 に 決 ま る の で は な く ， パ

ラ レ ル に 決 ま る と さ れ る ゴ ミ 箱 モ デ ル に 対 し て 、 時 系 列 を 意 図 し な い 問 題時 系 列 を 意 図 し な い 問 題 、、 解解 、、 参 加 者参 加 者 、、 選 択 機選 択 機

会 の会 の 44 つ の 流 れ が 結 び 付 く こ と で 新 た な イ ノ ベ ー シ ョ ン が 生 ま れ るつ の 流 れ が 結 び 付 く こ と で 新 た な イ ノ ベ ー シ ョ ン が 生 ま れ る 、 す な わ ち 「 予 定 調 和 の な い

利 益 」 に 繋 が る 可 能 性 が あ る こ と が 「 交 流 」 を 起 点 と し た 「 共 創 」 の 良 さ で あ る こ と が 、 今 回 の ヒ

ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト の 研 究 会 及 び 実 証 事 業 を 通 し て 再 認 識 す る こ と が で き た と 考 え ら れ る 。  

【 第 ３ 段 階 】【 第 ３ 段 階 】   “ 共 創 ” 段 階“ 共 創 ” 段 階   

大 企 業 が オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に 参 画 し て い る 中 小 企 業 等

を 「 イ コ ー ル ・ パ ー ト ナ ー 」 と し て 、 様 々 な コ ラ ボ レ ー シ ョ

ン が 生 じ て い る 状 態  

【 第 ２ 段 階 】【 第 ２ 段 階 】   “ 貢 献 ” 段 階“ 貢 献 ” 段 階   

オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と の 接 点 を 有 し て お り 、 協 賛 や ス ポ

ン サ ー と し て 、 活 動 に 協 力 し て い る 状 態 （ ※ C S R 的 な 観 点 か

ら 参 画 し て い る 意 味 合 い が 強 い ）  

【 第 １ 段 階 】【 第 １ 段 階 】   

オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と の 接 点 が ま だ 存 在 し て お ら ず 、 認

知 す ら し て い な い 状 態  

「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」 が 有 効 な 突 破 手 段  

( 「 産 地 の 『 知 っ て い る 人 』 を 知 っ て い る 人 」 ＝ 「 産 地 の 顔 」 と  

交 流 す る )  

「 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 実 施 」 と 、 発 信 力 強 化 が 有 効 な

突 破 手 段  

“ 共 創 ” 段 階  

“ 貢 献 ” 段 階  

意 識 の 「 壁 」   

認 知 の 「 壁 」   

？  

？  
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※ ゴ ミ 箱 モ デ ル の 考 え 方 … M. コ ー エ ン 、 J. マ ー チ 、 J. オ ル セ ン が 提 唱 し た 、 目 標 や 因 果 関 係 が 不

明 確 な 「 あ い ま い 性 」 下 で の 意 思 決 定 を 説 明 す る モ デ ル 。  

 

さ ら に 、 地 域 の 企 業 群 と 大 企 業 等 の 外 部 リ ソ ー ス の 出 会 う地 域 の 企 業 群 と 大 企 業 等 の 外 部 リ ソ ー ス の 出 会 う 機 会 が 行 政 の 音 頭 で 用 意 さ れ た こ と機 会 が 行 政 の 音 頭 で 用 意 さ れ た こ と

は 、は 、 行 政 の も つ 信 頼 性 や 公 平 性 か ら 、 大 企 業 の 方 も 社 内 へ の 説 明 も し や す く 参 加 が 容 易 だ っ た大 企 業 の 方 も 社 内 へ の 説 明 も し や す く 参 加 が 容 易 だ っ た と

い う 声 も あ っ た 。 行 政 が こ う し た 場 づ く り に 関 与 す る こ と で 、 参 加 の 障 壁 を 下 げ る こ と に つ な が

り 、 真 の 「 共 創 」 を 生 む う え で 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と 言 え る 。  

 

そ し て 、 こ う し た 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」 の 効 果 は 「 ２ ． （ ５ ） ナ レ ッ ジ シ ェ ア の 推 進 に 向 け

て 」 に お い て 言 及 し た 「 ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ エ コ シ ス テ ム 」 を 使 っ て 同 様 に 説 明 が 可 能 と な る 。  

 

【 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト ・ エ コ シ ス テ ム 】【 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト ・ エ コ シ ス テ ム 】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ い て は 、 大 企 業 等 と 地 域 企 業 群 と の 「 共 創 」 を 生 み 出 す と い う 観 点 か ら も 、「 ２ ．（ ５ ） ナ レ ッ

ジ シ ェ ア の 推 進 に 向 け て 」 で の 言 及 と 同 様 、 「 場 」 の 創 出 が イ ノ ベ ー シ ョ ン を 生 み 出 す エ コ シ ス テ

ム と し て 機 能 す る こ と が 期 待 さ れ る と 共 に 、 未 だ に 可 視 化 さ れ て い な い 全 国 の 取 組 を 可 視 化 す る

こ と が エ コ シ ス テ ム が 機 能 す る 確 度 を 高 め る こ と に 寄 与 す る も の と 示 唆 す る も の と す る 。  

  

体 感 ・ 刺 激  

新 た な  
「 共 創 可 能 性 」
の 気 づ き ・ 認 識  

訪 問 ・ 情 報 交 換  

 

ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ ポ ー ト  

ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト

産 地 の 顔  

  大 企 業 等  

共 創 担 当 者  

地 域 企 業 を イ コ ー ル ・

パ ー ト ナ ー と し た 取 組

の 発 案  

大 き な 資 本 や 力 を 持 つ

企 業 の 客 観 的 示 唆 を 活

か し た 新 た な 取 り 組 み

の 発 案  

各 地 の 地 域 一 体 型  

オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー  

「 意 識 」 の 壁 を 突 破  
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４ ． 持 続 可 能 な 在 り 方 調 査４ ． 持 続 可 能 な 在 り 方 調 査   

 

２ ． ナ レ ッ ジ シ ェ ア 、 ３ ． テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト の 実 証 調 査 事 業 と 平 行 し 、 地 域 一 体 型 オ ー プ

ン フ ァ ク ト リ ー を 運 営 す る 組 織 の 新 陳 代 謝 を 促 す 手 法 に つ い て 、 あ ら か じ め 設 定 し た 仮 説 を も と

に 関 西 で 4 年 以 上 継 続 し て 実 施 さ れ て い る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー と 意 見 交 換 を 実 施 。

仮 説 検 証 を 取 り ま と め た 上 で 有 識 者 ・ 学 識 経 験 者 と と も に 研 究 会 を 実 施 し 、 考 察 を 行 っ た 。  

 

（ １ ） 研 究 会 の 開 催（ １ ） 研 究 会 の 開 催   

オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に 関 連 す る 知 見 を 有 す る 有 識 者 ・ 学 識 経 験 者 、 関 西 で ４ 年 以 上 継 続 し て

実 施 さ れ て い る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 関 係 者 を 集 め 、 研 究 会 を 開 催 。 開 催 概 要 は 下 記

の と お り 。  

 

開 催 日 時  2 0 2 1 年 1 2 月 1 4 日 （ 火 ）  1 4: 0 0 -1 7: 0 0  

会 場  ハ イ ブ リ ッ ド 開 催 （ 近 畿 経 済 産 業 局  第 二 別 館  ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム C ）  

出 席 委 員  (座 長 ) 

京 都 橘 大 学  経 営 学 部  経 営 学 科  准 教 授  丸 山  一 芳 氏  

(委 員 ) 

C O S K Y O T O 株 式 会 社  代 表 取 締 役  北 林  功 氏  

株 式 会 社 木 幡 計 器 製 作 所  代 表 取 締 役  木 幡  巌 氏  

T S U GI L L C. （ 合 同 会 社 ツ ギ ）  代 表 社 員  新 山  直 広 氏  

プ ロ グ ラ ム  1 . 開 会    

2 . 今 年 度 事 業 と 本 研 究 会 の 目 的   

3 . 委 員 自 己 紹 介    

4 . 持 続 可 能 な 在 り 方 に つ い て （ 仮 説 ）  事 務 局  

＜ 意 見 交 換 ＞  

○ 活 力 を 生 み ・ 維 持 す る た め に ・ ・ ・  

Q 理 念 共 有 ・ 苗 床 づ く り の 取 組 み ・ 工 夫 点 は ？  

Q 運 営 ス タ イ ル の 工 夫 は ？ 、 組 織 形 態 の 違 い 、 そ れ ぞ れ の 留 意 点 は ？  

Q 収 益 確 保 ・ 資 金 獲 得 の 取 組 み ・ 工 夫 点 は ？  

そ も そ も の ・ ・ ・  

Q 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 、 そ の 目 指 す ゴ ー ル は ？  

5. 閉 会  
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（ ２ ）（ ２ ） 「 未 知 の 窓 」 に 近 づ く 重 要 性「 未 知 の 窓 」 に 近 づ く 重 要 性   

「 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー  持 続 可 能 な 在 り 方 研 究 会 」 に お い て は 、 以 下 の ４ つ の 仮 説 を も と に 議

論 し た 。  

 

①  地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 理 念 、 ミ ッ シ ョ ン 、 戦 略 の 共 有  

＊ リ ー ダ ー 達 の 考 え を 継 承 す る 潜 在 的 担 い 手 の 発 掘 ・ 育 成 （ 活 動 支 援 、 さ ら に は 事 業 へ の 本 格

的 関 与 の 促 進 、 エ ン ゲ ー ジ メ ン ト 強 化 （ 愛 着 心 ・ 思 い 入 れ ） ）  

＊ 産 地 内 で 主 体 的 に 取 組 む 事 業 者 （ 産 地 の 顔 ） の 世 代 交 代  

＊ 地 域 の 「 も っ た い な い 」 を 見 つ け ら れ る 人  

 

②  プ ロ ジ ェ ク ト を 創 発 す る 苗 床 形 成  

＊ チ ャ レ ン ジ ン グ な プ ロ ジ ェ ク ト を 生 む 土 壌 ・ 空 気 感  

＊ 現 場 の 多 様 性 （ 多 様 な 主 体 の 参 画 機 会 、 プ ロ ジ ェ ク ト 融 合 ）  

＊ 共 通 す る 関 心 を 軸 に し た 柔 軟 な 組 織 編 成  

 

③  組 織 基 盤 の 強 化  

＊ 法 人 化 に よ る 運 営 （ 信 用 力 ・ 契 約 主 体 ）  

＊ 財 政 基 盤 強 化 の 取 組 み （ 収 益 確 保 の 仕 組 み 、 資 金 獲 得 等 の 専 門 的 ノ ウ ハ ウ ）  

 

④  つ な ぎ 役 を 担 う ゲ ー ト ・ キ ー パ ー  

＊ 他 者 と つ な が る ・ つ な げ る ゲ ー ト ・ キ ー パ ー 人 材 （ ク リ エ イ テ ィ ブ 、 学 術 、 マ ネ ジ メ ン ト 系 ）  

 

研 究 会 で は 、 D E S I G N W E E K K Y O T O 、 大 正 ・ 港 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー 、 R E N E W と い っ た 長

年 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に 取 り 組 ん で き た 「 ゲ ー ト ・ キ ー パ ー 」 と 呼 ぶ べ き キ ー パ

ー ソ ン に よ っ て 「 持 続 可 能 な 在 り 方 」 に つ い て の 議 論 が 深 め ら れ た 。 そ こ で 、 こ れ ま で の ナ レ ッ

ジ シ ェ ア や ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト の 検 討 の な か で 用 い て き た 、 ジ ョ ハ リ の 窓 の フ レ ー ム は 、 持 続

可 能 な 在 り 方 を 考 え る 上 で も 重 要 な 示 唆 を 与 え る も の で あ る こ と が 見 え て き た 。  

 

す な わ ち 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー が 持 続 可 能 で あ る た め に は 、 「「 如 何 に し て如 何 に し て 『『 未 知未 知

の 窓の 窓 』』 に 近 づ く かに 近 づ く か 」」 が ポ イ ン トが ポ イ ン ト に な る の で は な い か と い う 点 で あ る 。  

 

R E N E W や 大 正 ・ 港 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー は 様 々 な ア ク シ ョ ン を 実 施 し 続 け る こ と で 、 「 盲

点 の 窓 」 と 「 秘 密 の 窓 」 を 開 け て い き 、 「 開 放 の 窓 」 を 増 や し て い る と 言 え よ う 。 ジ ョ ハ リ の 窓

で は 「 盲 点 の 窓 」 と 「 秘 密 の 窓 」 を 小 さ く し て 、 「 開 放 の 窓 」 を 大 き く す る こ と に よ っ て 、 「 未

知 の 窓 」 に 気 づ け る こ と を 示 唆 し て い る 。  

 

「 未 知 の 窓 」 の 存 在 に 気 づ く と い う こ と は 、 ま だ ま だ ワ ク ワ ク で き る 、 新 し い 可 能 性 を 開 く

「 余 白 」 が あ る こ と に 気 づ く こ と で あ り 、 持 続 に 向 け た 大 き な モ チ ベ ー シ ョ ン と な る 。  
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そ れ こ そ が 活 動 を 持 続 的 に 続 け て い く 原 動 力 と な る の だ と 考 え ら れ る 。  

 

言 い 換 え る と 、 「 持 続 性 の 強 化 に「 持 続 性 の 強 化 に 重 要重 要 な こ と 」な こ と 」 と は 、と は 、 「 未 知 の 窓 に 気 付 く こ と 」「 未 知 の 窓 に 気 付 く こ と 」 。。  

「 そ の た め に は 「 秘 密 の 窓 」 「 盲 点 の 窓 」 を 開 放 し て い く 様 々 な チ ャ レ ン ジ が ポ イ ン ト と な

る 」 と 言 え る の で は な い か 。 こ の チ ャ レ ン ジ の 仕 組 み と し て 、 ２ ． ナ レ ッ ジ シ ェ ア 、 ３ ． テ ク ニ

カ ル ・ ビ ジ ッ ト も 有 効 な 手 法 の 一 つ と し て 示 唆 す る こ と が 可 能 と 考 え る 。  

 

あ ら か じ め 想 像 の で き る 、 出 来 そ う な こ と だ け を や る の で は な く （ 予 定 調 和 で は な く ） 、 未 知

な 部 分 が あ る こ と 気 づ い て も ら う た め の 行 動 、 「 秘 密 の 窓 を 開 け る 」 だ っ た り 、 自 分 た ち が 自 戒

す る （ 気 づ き を 得 る 「 盲 点 の 窓 を 開 け る 」 ） た め の 行 動 や 、 そ れ を 促 す 土 壌 づ く り が 重 要 に な る

の で は な い か と 考 え る 。  

 

 

（ C o m m u ni c ati o n T h e o r y , T h e J o h ali Wi n d o w M o d el (htt p s:// w w w. c o m m u ni c a ti o nt h e o r y. o r g/ ） よ り 加 工 ) 

 

 

（ ３ ） 「 未 知 の 窓 」 に 近 づ く 上 で の ゲ ー ト ・ キ ー パ ー （ 産 地 の 顔 ） の 重 要 性（ ３ ） 「 未 知 の 窓 」 に 近 づ く 上 で の ゲ ー ト ・ キ ー パ ー （ 産 地 の 顔 ） の 重 要 性   

上 記 の 観 点 か ら 言 う と 、 R E N E W に お い て は 、 ゲ ー ト ・ キ ー パ ー が 内 部 で 活 動 を 支 え な が ら 、

結 果 的 に 、 従 来 の 内 部 に な か っ た 他 者 の 視 点 が 取 り 込 ま れ る こ と に つ な が り 、 自 身 の 「 未 知 」 の

部 分 に 気 づ い て い く プ ロ セ ス に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い た 。  

ま た 、 大 正 ・ 港 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に お い て も 、 初 め て の 人 同 士 が グ ル ー プ に 分 か れ テ ー ブ

ル を 囲 み な が ら 議 論 す る こ と に よ っ て 事 業 企 画 の 立 案 を 行 っ て い る 。 そ う し た 多 様 性 を 内 包 す る

活 動 体 へ の 土 壌 づ く り が 、 常 に 新 し い コ ト 、 ワ ク ワ ク す る こ と を 生 む 苗 床 に な っ て い る と 言 え る

と 思 わ れ る 。  

多 様 な 人 び と を 呼 び 込 み 、 熱 量 高 く 活 動 を 持 続 す る 原 動 力 に つ い て 考 え る と 、 人 の 交 わ り か ら

生 ま れ る ワ ク ワ ク 感 、 外 部 評 価 に よ る 承 認 さ れ る こ と （ ア ワ ー ド 等 で の 顕 彰 ） 、 そ う し た 小 さ な 成

功 体 験 が 人 び と を 呼 び 込 む 引 力 （ 磁 力 ） と な っ て い る こ と も 研 究 会 に お い て 確 認 さ れ た 。 な に よ
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り 「 ゲ ー ト ・ キ ー パ ー 」 と 呼 ば れ る 人 自 身 が 人 び と を 呼 び 込 む 引 力 （ 磁 力 ） で あ っ た り も す る 。  

 

ゲ ー ト ・ キ ー パ ー た ち は 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 活 動 自 体 を 目 的 と し て い る の で

は な く 、 そ の 先 の 「 未 来 」 、 将 来 の も の づ く り 企 業 や 地 域 産 業 の 持 続 的 な 発 展 や 地 域 課 題 の 解 決 を

目 指 し て 取 り 組 ん で い る 。 観 光 ・ ツ ー リ ズ ム 、 教 育 、 地 域 企 業 の 人 材 育 成 と い っ た 他 の 活 動 と も

組 合 わ さ り な が ら 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー は 、 「 未 知 な る 領 域 へ の 挑 戦 」 の フ ェ ー ズ へ

と 進 化 を 遂 げ て い る 段 階 に あ る と も 言 え よ う 。  

こ う し た 点 か ら も 、 ゲ ー ト ・ キ ー パ ー が 、 各 地 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に 参 画 し て

い る 企 業 群 に 対 し 、「 未 知 の 窓 」 に 近 づ く た め の 仕 組 み づ く り を 提 供 し て い る こ と が 、 持 続 性 の 強

化 に 大 き く 寄 与 し て い る と も 言 え る 。  

例 え ば 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 に 伴 い 、 開 催 方 法 を 工 夫 す る 中 で 、 オ ン ラ イ ン シ ス

テ ム を 活 用 す る 手 法 を 取 り 込 む き っ か け を 作 っ た り 、 企 業 間 で の 連 絡 手 法 を 従 来 の メ ー ル や F A X

か ら 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 活 用 し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 使 う き っ か け を 作 っ て い る 。 こ う し た 参

画 企 業 だ け で は 思 い つ か な い 「 未 知 の 窓 」 に 触 れ る き っ か け を そ れ と な く セ ッ ト す る こ と が 出 来

る ゲ ー ト ・ キ ー パ ー 達 の 存 在 は 大 き い 。  

す な わ ち 、「 未 知 の 窓 」 を 開 く た め に は 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 活 動 体 内 部 の 多 様

性 を 高 め 、 維 持 し 、 異 な る 背 景 ・ 価 値 観 ・ 職 能 の 交 わ り を 生 む 「 ゲ ー ト ・ キ ー パ ー 」 の 役 割 発 揮 が

重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に お い て は 、 個 社 の 利 益 よ り も 、 地 域 活 性 、 地 域 産 業

振 興 と い う 地 域 全 体 の 利 益 を 生 む こ と を 行 動 原 理 に 基 づ い た 行 動 が も た ら す 信 頼 が あ る 一 方 で 、

価 値 観 の 違 い が 不 協 和 音 を 生 み 出 し か ね な い 危 惧 も 抱 え て い る 。 そ う し た ギ ャ ッ プ を 埋 め る の も 、

「 ゲ ー ト ・ キ ー パ ー 」 の 役 割 で あ り 、 外 へ の ゲ ー ト だ け で な く 、 内 の 異 な る 価 値 観 の 扉 を 開 く 役

割 も 担 っ て い る の で あ る 。  

 

「 持 続 可 能 な 在 り 方 」 と し て は 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に 参 画 す る 企 業 群 が 「 盲 点「 盲 点

の 窓 」 や 「 秘 密 の 窓 」 を 開 放 し て い く こ と に 能 動 的 に 取 り 組 む 姿 勢 、 そ し て そ の よ う な 姿 勢 が 醸の 窓 」 や 「 秘 密 の 窓 」 を 開 放 し て い く こ と に 能 動 的 に 取 り 組 む 姿 勢 、 そ し て そ の よ う な 姿 勢 が 醸

成 さ れ る 仕 組 み 作 り が 重 要成 さ れ る 仕 組 み 作 り が 重 要 で あ り 、 俯 瞰 的 視 座 を 持 っ た ゲ ー ト ・ キ ー パ ー と俯 瞰 的 視 座 を 持 っ た ゲ ー ト ・ キ ー パ ー と と もと も に 「 未 知 の 窓 」に 「 未 知 の 窓 」

に 近 づ き 続 け る た め の 継 続 的 な ア ク シ ョ ン が 、 結 果 と し て 持 続 可 能 性 を 高 め るに 近 づ き 続 け る た め の 継 続 的 な ア ク シ ョ ン が 、 結 果 と し て 持 続 可 能 性 を 高 め る こ と に 繋 が っ て い

る と 示 唆 す る も の と す る 。  
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５ ． 関 西 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 発 展 さ せ る た め の 実 証 調 査 か ら 見 え て５ ． 関 西 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 発 展 さ せ る た め の 実 証 調 査 か ら 見 え て

き た も のき た も の   

 

既 述 の 通 り 、 関 西 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 発 展 さ せ る た め の 手 法 と し て 、「 ナ レ ッ

ジ シ ェ ア 」 、「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」 の ２ 方 向 か ら 実 証 調 査 を 行 い 、 ま た 併 せ て 取 組 に お け る 「 持

続 可 能 な 在 り 方 」 に つ い て 検 討 を し た 結 果 、 要 約 す る と 以 下 の 示 唆 を 得 る こ と が 出 来 た 。  

 

【 ナ レ ッ ジ シ ェ ア 】【 ナ レ ッ ジ シ ェ ア 】 ※ 「 盲 点 の 窓 」 を 開 く 手 法 と し て「 盲 点 の 窓 」 を 開 く 手 法 と し て  

 

【 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 】【 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 】 ※ 「 秘 密 の 窓 」 を 開 く 手 法 と し て※ 「 秘 密 の 窓 」 を 開 く 手 法 と し て   

  

「 産 地 の 顔 が 交 わ る 場 ※ 」 が イ ノ ベ ー シ ョ ン の 苗 床 と な る ！「 産 地 の 顔 が 交 わ る 場 ※ 」 が イ ノ ベ ー シ ョ ン の 苗 床 と な る ！   

※ ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ ポ ー ト※ ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ ポ ー ト   
● 開 催 地 域 が 有 す る R e s o u r c e ( 活 動 を 支 え る 資 源 ) も そ の 地 域 の 歴 史 ・ 風 習 、 雰 囲 気 な ど 異 な

る こ と が 前 提 で 、 意 図 的 に 真 似 る こ と の で き る 要 素 で は な い 。  

● 「 優 良 ア ク シ ョ ン （ グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス ） 」 と し て 認 識 ・ 気 付 く あ る い は 共 有 し 合 う 仕 掛 け

作 り 、 す な わ ち 互 い の 経 験 値 を フ ラ ッ ト に 共 有 出 来 る 場 （ ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ ポ ー ト ） の 設 置 ・

推 進 が 有 効 。  

● シ ェ ア す る 対 象 者 と し て 、 新 た な 「 産 地 の 顔 」 を 育 て て い く こ と も 有 効 な 推 進 策 。  

● 他 地 域 に 展 開 さ れ た 活 動 が 、 今 後 新 た な グ ッ ド プ ラ ク テ ィ ス を 生 み 出 す 可 能 性 も あ り 、「 場 」

の 創 出 が イ ノ ベ ー シ ョ ン を 生 み 出 す エ コ シ ス テ ム と し て 機 能 す る 。  

「 産 地 の 顔 」 を 介 し 、 「 交 流 」 を 起 点 と し た 真 の 「 共 創 」 へ ！「 産 地 の 顔 」 を 介 し 、 「 交 流 」 を 起 点 と し た 真 の 「 共 創 」 へ ！   

● 「 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 」 は 、 「 こ の 人 、 こ の 企 業 と な ら 一 緒 に 何 か で き る こ と を 考 え た い 、

考 え ら れ る の で は な い か 」 と い う 「 信 頼 に つ な が る 意 識 」 を 抱 く 機 会 と な り 、 「 人 と の 関 わ

り 」 が 「 関 わ り 合 い 」 へ と 、 一 つ ス テ ー ジ を あ が る 瞬 間 。 す な わ ち 「 意 識 の 壁 」 を 突 破 す る

瞬 間 。  

● 音 、 匂 い 、 振 動 、 温 度 、 そ の 他 の 訪 れ る 人 の 五 感 に 訴 え る 「 現 場 感 」 は 、 そ う し た 「 こ こ ろ 」

を 開 く ス イ ッ チ に な る 。 現 場 を 「 実 際 に 訪 れ る 機 会 ・ 場 所 」 が あ る こ と が 、 共 創 を 考 え る 相

手 方 の マ イ ン ド チ ェ ン ジ の 引 き 金 （ ト リ ガ ー ） に な る 。  

● 「 交 流 」 を 起 点 と し た 「 共 創 」 は 、 「 予 定 調 和 の な い 利 益 」 を 目 指 す 営 み 。 最 終 の ゴ ー ル が

決 ま っ て い な い 、 何 が 生 ま れ る か わ か ら な い 「 余 白 」 を 含 む 取 組 み 。 ア イ デ ア を 足 し な が ら

対 等 な 立 場 で 事 業 を 構 築 し て い く と い う 、 当 事 者 自 身 に と っ て の ワ ク ワ ク 感 で あ り 、 内 発 的

な 動 機 づ け と な っ て 事 業 の 加 速 化 に つ な が る 。  

● 地 域 の 企 業 群 と 大 企 業 等 の 外 部 リ ソ ー ス の 出 会 う 機 会 が 行 政 の 音 頭 で 用 意 さ れ た こ と は 、 行

政 の も つ 信 頼 性 や 公 平 性 か ら 、 大 企 業 の 方 も 社 内 へ の 説 明 も し や す く 参 加 が 容 易 。  
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【 持 続 可 能 な 在 り 方 】【 持 続 可 能 な 在 り 方 】 ※ 「 未 知 の 窓 」 を 開 く 手 法 と し て※ 「 未 知 の 窓 」 を 開 く 手 法 と し て   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

こ れ ら の 示 唆 を 改 め て 俯 瞰 す る と 、 躍 動 し て い る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー は 、 こ れ ま

で 繋 が っ て い な か っ た 地 域 内 企 業 同 士 を フ ラ ッ ト に 繋 ぐ 場 と し て 機 能 し て い る 。 そ し て 「 産 地 の

顔 」 と 呼 ば れ る ゲ ー ト ・ キ ー パ ー が 、 地 域 内 外 を 様 々 な 手 法 で 混 ぜ 合 わ せ る 工 夫 を 凝 ら し 、 ジ ョ

ハ リ の 窓 の フ レ ー ム ワ ー ク が 示 す 「 未 知 の 窓 」 に 対 し 、 参 画 企 業 と 一 体 と な っ て 近 づ き 、 開 い て

い く 活 動 と な っ て い る と 言 え る 。  

「 未 知 の 窓 」 は い わ ず も が な 、 そ の 地 域 、 企 業 に と っ て の 「 未 知 の 世 界 」 で あ る 。  

企 業 一 社 で は こ う し た 未 知 の 世 界 に 触 れ る 機 会 が 少 な く て も 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ

ー に 参 画 し 、 未 知 の 世 界 に 飛 び 込 む こ と で 、 ま さ に 企 業 に と っ て も 、 地 域 に と っ て も 、 イ ノ ベ ー

シ ョ ン が 生 ま れ る 「 交 差 点 」 （ 手 法 ） と し て 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー が 機 能 し て い る 。  

す な わ ち 、 未 知 の 世 界 に 触 れ る た め の 手 法 と し て 、 「 盲 目 の 窓 」 を 開 放 す る た め の 【 ナ レ ッ ジ シ

ェ ア 】 、「 秘 密 の 窓 」 を 開 放 す る た め の 【 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 】 は 、 本 調 査 時 開 始 時 の 仮 説 の と お

り 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 発 展 さ せ る 手 法 と し て 機 能 し て い た こ と が 明 ら か に な っ

た と 言 え る 。  

そ し て 明 ら か に な っ た 課 題 と し て は 、 互 い に フ ラ ッ ト に ナ レ ッ ジ シ ェ ア す る 「 場 」 が 少 な い と

い う こ と が 挙 げ ら れ る 。  

本 調 査 を 通 じ て 、 関 西 と い う エ リ ア で フ ォ ー ラ ム イ ベ ン ト や ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト 、 研 究 会 を

開 催 す る こ と で 「 産 地 の 顔 」 × 「 産 地 の 顔 」 や 、 「 産 地 の 顔 」 × 「 大 企 業 等 」 が 出 会 う 場 を セ ッ ト

し た が 、 他 地 域 の 「 産 地 の 顔 」 か ら は 、 自 地 域 の エ リ ア で の こ う し た 場 が 存 在 し な い こ と か ら 、

是 非 公 的 機 関 の 助 力 も 借 り な が ら フ ラ ッ ト に 繋 が れ る 場 が 欲 し い と い っ た 声 が 多 く 上 が っ た 。 こ

の こ と は 、 本 調 査 を 通 し て 明 ら か と な っ た 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー を 発 展 さ せ て い く た

め の 課 題 と 言 え る 。  

加 え て も う 一 つ の 課 題 が 、 国 内 に お け る 取 組 の 可 視 化 で あ る 。 こ れ ま で の 結 論 と し て 、 ナ レ ッ

ジ シ ェ ア の 場 や ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト の 実 行 が 、 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の イ ノ ベ ー シ

ョ ン の 苗 床 と な り 、 ま た 互 い に 共 鳴 し あ う こ と で エ コ シ ス テ ム と し て 成 長 し て い く こ と を 示 唆 し

た と こ ろ で あ る が 、 こ う し た エ コ シ ス テ ム の 一 員 と し て 参 画 す る 国 内 各 地 の 取 組 は 関 西 ・ 関 東 エ

リ ア を 除 き 未 だ に 可 視 化 さ れ て い な い 。 全 国 の 取 組 の 可 視 化 は 、 エ コ シ ス テ ム が 機 能 す る 確 度 を

高 め る こ と に 寄 与 す る と 考 え ら れ る こ と か ら も 、 全 国 の 取 組 の 「 可 視 化 」 も 課 題 と し て 示 唆 す る 。  

そ し て こ れ ら 課 題 は 、 関 西 、 ひ い て は 国 内 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー が さ ら に 発 展 す

る エ コ シ ス テ ム を 加 速 さ せ る ア ク セ ル ポ イ ン ト と な る と 言 い 換 え る こ と が 出 来 る 。  

常 に ア ク テ ィ ブ に 未 知 へ の チ ャ レ ン ジ を 楽 し む ！常 に ア ク テ ィ ブ に 未 知 へ の チ ャ レ ン ジ を 楽 し む ！   

● 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に 参 画 す る 企 業 群 が 「 盲 点 の 窓 」 や 「 秘 密 の 窓 」 を 開 放 し「 盲 点 の 窓 」 や 「 秘 密 の 窓 」 を 開 放 し

て い く こ と に 能 動 的 に 取 り 組 む 姿 勢 、 そ し て そ の よ う な 姿 勢 が 醸 成 さ れ る 仕 組 み 作 り が 重て い く こ と に 能 動 的 に 取 り 組 む 姿 勢 、 そ し て そ の よ う な 姿 勢 が 醸 成 さ れ る 仕 組 み 作 り が 重

要要 。  

● 俯 瞰 的 視 座 を 持 っ た ゲ ー ト ・ キ ー パ ー と 共 に 「 未 知 の 窓 」 に 近 づ き 続 け る た め の 継 続 的 な ア俯 瞰 的 視 座 を 持 っ た ゲ ー ト ・ キ ー パ ー と 共 に 「 未 知 の 窓 」 に 近 づ き 続 け る た め の 継 続 的 な ア

ク シ ョ ン が 、 結 果 と し て 持 続 可 能 性 を 高 め るク シ ョ ン が 、 結 果 と し て 持 続 可 能 性 を 高 め る こ と に 繋 が っ て い る 。  
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【 今 後 さ ら に エ コ シ ス テ ム を 加 速 さ せ る ア ク セ ル ポ イ ン ト 】  

 

2 0 2 5 年 の 大 阪 ・ 関 西 万 博 に は 、 世 界 各 国 か ら 多 数 の 訪 問 者 を 受 け 入 れ る こ と に な り 、 関 西 全 体

を 世 界 に 発 信 す る 好 機 と な る 。 本 調 査 に お け る 成 果 も ふ ま え な が ら 、 今 後 も 関 西 の 多 様 な 魅 力 を

発 信 す る 「 手 段 」 の １ つ と し て 、 関 西 に 広 が る 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 活 動 を 広 げ て

い く こ と が 重 要 で あ る 。  

本 調 査 完 了 後 以 降 に お い て も 、 各 地 で 新 し く 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー が 生 ま れ て い く

こ と が 予 想 さ れ る 。  

本 調 査 報 告 書 を 元 に 、 新 た に 取 り 組 み を 開 始 さ れ る 地 域 企 業 の 皆 様 に と っ て 、 ま た 、 そ う し た

企 業 を 支 援 す る 行 政 、 支 援 機 関 の 皆 様 が 取 組 を 検 討 ・ 実 施 し て い く 上 で 参 考 に な れ ば 幸 い で あ る 。  

 

 

  

・ 「 ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ ポ ー ト 」 を 積 極 的 に 創 り 出 す・ 「 ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ ポ ー ト 」 を 積 極 的 に 創 り 出 す   

「 交 流 」 を 起 点 と し た 「 産 地 の 顔 」 × 「 産 地 の 顔 」 や 、 「 産 地 の 顔 」 × 「 大 企 業 等 」 が フ ラ ッ ト に 出

会 え る 場 。  

・ 国 内 他 地 域 の 取 組・ 国 内 他 地 域 の 取 組 のの 可 視 化可 視 化   

ナ レ ッ ジ シ ェ ア ・ エ コ シ ス テ ム 、 ヒ ュ ー マ ン ・ ビ ジ ッ ト ・ エ コ シ ス テ ム の 選 択 肢 と な る 取 組 の 可 視 化  
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資 料 に つ い て  

■ 各 種 調 査 の 概 要 等  

 本 調 査 で 活 用 し た 調 査 レ ポ ー ト 、 文 献 等 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

< 活 用 し た 調 査 レ ポ ー ト ・ 文 献 等 ＞  

・ 井 上 達 彦 『 模 倣 の 経 営 学 』 （ 日 経 B P 社 、 2 0 1 7 年 ）  

・ 丸 山 一 芳 『 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー に よ る 産 地 革 新 の 越 境 と 知 識 移 転 』 （ 関 西 オ ー プ ン フ ァ ク ト

リ ー フ ォ ー ラ ム V ol. 9 基 調 講 演 資 料 ）  

・ 経 済 産 業 省 近 畿 経 済 産 業 局 『 令 和 2 年 度  関 西 に お け る オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創 出 す る 地

域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー の 発 展 可 能 性 事 例 調 査 報 告 書 』  

 

 

＜ 活 用 し た W E B サ イ ト ＞  

・ C o m m u ni c ati o n T h e o r y, T h e J o h ali Wi n d o w M o d el

（ htt p s:// w w w. c o m m u ni c ati o nt h e o r y. o r g/ ）  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 令 和 3 年 度  関 西 の 地 域 一 体 型 オ ー プ ン フ ァ ク ト リ ー  

を 発 展 さ せ る テ ク ニ カ ル ・ ビ ジ ッ ト 及 び  

グ ッ ド ・ イ ミ テ ー シ ョ ン 実 証 調 査 」  

報 告 書  

令 和 4 年 3 月  

経 済 産 業 省  近 畿 経 済 産 業 局  

（ 委 託 事 業 者 ： 株 式 会 社 ダ ン 計 画 研 究 所 ）  

 



（ 様 式 ２ ）

頁 図 表 番 号
9 , 1 9

1 6 , 2 7 , 3 6
1 6
3 0

「 産 地 の 『 知 っ て い る 人 』 を 知 っ て い る 人 」
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